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喫茶コーナー

　
鰍
沢
町
交
流
セ
ン
タ
ー「
塩
の

華
」は
、中
山
間
地
域
整
備
事
業

（
県
営
事
業
）の
核
と
し
て
、地
域

農
業
の
再
生
、ふ
る
さ
と「
か
じ
か

ざ
わ
」の
活
性
化
、人
的
交
流
の

促
進
、新
た
な
農
産
物（
特
産
物
）

の
開
発
な
ど
を
主
眼
と
し
、平
成

十
五
年
十
一
月
三
十
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。 

　
人
々
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
の
観
光
情
報
等
を
発
信
す
る

と
と
も
に
、地
産
地

消
の
精
神
を
大
切
に
、

地
元
農
家
の
新
鮮
・

安
全
・
格
安
な
農

産
物
の
販
売
や
、手

作
り
で
人
気
の「
小

麦
ま
ん
じ
ゅ
う
」、「
ね

じ
り
菓
子
」
等
の

加
工
品
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
ベ
ー
ス
と

し
鰍
沢
の
特
産
品
で
あ
る「
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
」

を
あ
し
ら
っ
た「
し
そ
サ
ン
デ
ー
」、鰍
沢
塩
を

使
っ
た「
塩
サ
ン
デ
ー
」も
好
評
で
す
。 

　
国
道
五
十
二
号
沿
い
に
、正
面
に
富
士
川

を
臨
ん
で
建
ち
、富
士
川
舟
運
の
歴
史
を
彷

彿
と
さ
せ
る
白
い
蔵
造
り
の
施
設
で
す
。 

　
出
会
い・
交
わ
り
・
集
い・
人
と
人
と
の
ホ
ッ

ト
な
関
係
を
演
出
す
る「
塩
の
華
」へ
お
気

軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

 

お問い合わせ先 

所在地　 
南巨摩郡鰍沢町4852-1

●　　鰍沢警察署

至甲府市

戸川橋

●鰍沢町役場

病院●
郵便局
　　●

52

鰍沢町交流センター 
　  塩の華 

●                    

富士川
ドライブイン

至十谷
至身延町

富士橋

富
　
士
　
川

出
会
い
・
交
わ
り
・ 

人
と
人
と
の 

ホ
ッ
ト
な
関
係
を
演
出 
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やまなし 

甲
府
駅
周
辺
整
備
事
業
の 

実
現
に
向
け
て 

時 

■表紙写真 
収穫の秋【鰍沢町箱原地区】 
  日ざしもやわらぎ、いよいよ収穫の季節を迎
え、田んぼではところどころで稲刈りが始まる。
吊るされた稲やまだ刈られずにこうべをたらす
稲穂、道ばたには色鮮やかにコスモスが咲い
ている。どこにでもあるようだが、まさに秋を感
じさせる光景に思わずシャッターをきる。 
（写真：鰍沢町提供） 

　「
山
の
都
」甲
府
市
の
玄
関
口
、甲
府

駅
周
辺
が
新
た
な
広
域
的
交
流
拠
点
へ

生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　
甲
府
市
で
は
、甲
府
駅
周
辺
整
備
事

業
と
し
て
、駅
周
辺
の
大
規
模
空
閑
地
を

活
用
し
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
強
化
や

文
化
情
報
機
能
等
の
導
入
を
図
る
と
と

も
に
、歴
史
物
語
都
市
を
目
指
し
て
歴

史
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
都
市
拠
点

を
形
成
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
て
御
活
躍

さ
れ
て
い
る
の
が
都
市
建
設
部
次
長
の
矢

崎
さ
ん
で
す
。駅
北
口
中
央
に
は
交
通
タ

ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
備
え
た
駅
前
広
場
、東

側
に
は
甲
府
城
の
山
手
門
を
復
元
し
た

歴
史
公
園
、西
側
に
は
多
目
的
広
場
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
り
、「
現
時
点
で
は
、

広
域
的
な
交
流
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
魅

力
に
富
ん
だ
都
市
空
間
の
構
築
に
向
け

て
、職
員
一
丸
と
な
っ
て
、歴
史
公
園
や
多

目
的
広
場
の
実
施
設
計
を
進
め
る
と
と

も
に
、駅
周
辺
へ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局

や
県
立
図
書
館
の
誘
致
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。」と
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 矢崎俊秀さん

（甲府市都市建設部次長）　

ま
ち
自
慢 

鰍
沢
町
　
　
鰍
沢
町
交
流
セ
ン
タ
ー「
塩
の
華
」

巻
頭
随
想 

整
流
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
長
　
小
佐
野
　
常
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
協
次
長
補
佐  

宮
澤
　
雅
史

市
町
村
リ
レ
ー 

　 

「
武
川
村
」 

特
集 

地
域
活
性
化
へ
の
新
た
な
動
き 

特
集
１

合
併
関
連
三
法
に
つ
い
て

特
集
２

「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
ゆ
く
え

合
併
コ
ー
ナ
ー 

「
甲
斐
市
」誕
生
に
よ
せ
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
合
併
協
次
長
　
　  

中
野
　
　
修

「
身
延
町
」誕
生
に
よ
せ
て 

特
集
３

地
域
再
生
制
度
と
本
県
の
取
組
状
況
に
つ
い
て

特
集
４

次
世
代
育
成
支
援
に
向
け
て

苦
言
・
提
言 

み
ん
な
で
楽
し
む
秋
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト 
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新
生
〝
富
士
河
口
湖
町
〞
は
、
顧

み
れ
ば
平
成
十
五
年
六
月
二
十
六
日

第
一
回
の
法
定
協
議
会
を
立
ち
上
げ

て
か
ら
、
二
千
に
も
及
ぶ
調
整
項
目

を
分
科
会
・
専
門
部
会
及
び
小
委
員

会
更
に
は
幹
事
会
で
協
議
し
、
十
七

回
に
も
及
ん
だ
協
議
会
に
お
い
て
、

わ
ず
か
な
期
間
で
調
印
ま
で
運
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
何
よ
り

町
民
や
協
議
会
委
員
の
皆
さ
ん
の
互

譲
互
助
を
基
本
と
し
た
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
成
果
と
い

え
ま
す
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
霊
峰
富
士

の
北
麓
に
位
置
す
る
旧
河
口
湖
町
、

旧
勝
山
村
、
旧
足
和
田
村
は
、
緑
豊

か
な
自
然
と
山
々
に
恵
ま
れ
、
青
木

ヶ
原
樹
海
に
代
表
さ
れ
る
森
林
と
原

野
に
覆
わ
れ
、
そ
の
間
に
火
山
噴
出

で
堰
き
止
め
ら
れ
た
河
口
湖
、
西
湖

が
あ
り
、
富
士
山
の
裾
野
に
は
、
広

漠
と
日
本
屈
指
の
景
勝
地
を
形
成
し

て
い
ま
す
。

新
町
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
は
、

将
来
の
財
政
を
見
据
え
た
健
全
財
政

の
ル
ー
ル
及
び
基
準
づ
く
り
と
位
置

付
け
る
こ
と
と
し
、
基
礎
的
編
成
を

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
し
て
取
り
組
み
、
五

つ
の
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
　
通
例
と
し
て
い
る
事

務
事
業
を
根
本
的
に
見
直
す
こ
と
と

し
、
長
年
に
わ
た
り
全
国
規
模
で
実

施
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
及
び

町
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館
へ
配
置

し
た
司
書
の
一
元
化
等
、
徹
底
し
た

費
用
対
効
果
を
追
及
す
る
。

二
つ
目
と
し
て
　
経
常
経
費
の
削

減
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
消
防
団
員

の
減
員
、
更
に
は
聖
域
と
さ
れ
て
い

た
敬
老
祝
い
金
を
対
象
者
の
理
解
を

得
な
が
ら
整
理
調
整
す
る
な
ど
、
十

五
年
度
の
旧
町
村
と
比
較
し
な
が
ら

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
更
に
助
長
す
る
。

三
つ
目
は
　
物
件
費
の
削
減
に
つ

い
て
は
、
合
併
に
よ
り
増
大
し
た
公

用
車
両
の
削
減
と
、
諸
公
共
施
設
警

備
関
係
の
大
幅
な
減
額
や
保
守
部
門

昭和15年富士河口湖町（旧河口湖町）生ま
れ。河口湖町議会議員、町長を経て富士河口
湖町の初代町長（旧河口湖町４期）に就任。
河口湖町長就任以来、恵まれた環境と自然景
観の保全に取り組み、人の五感に訴える観光
地づくり「五感文化構想」を進める。一貫し
た政策により町全体の活性化が図られ、人口
及び観光客数も着実に増加し、新町における
広域振興を目指している。
著書　「五感観光奮戦記」平成14年9月

あ
　
ゆ
　
み

三
位
一
体
改
革
へ
の
取
り
組
み
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の
見
直
し
等
、
維
持
費
の
節
減
を
図

る
こ
と
、
更
に
は
通
信
関
係
で
は
通

知
等
各
種
配
送
物
は
可
能
な
限
り
委

託
化
し
、
軽
減
を
図
る
。

四
つ
目
は
　
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

職
員
等
の
給
与
は
、
情
勢
適
用
の
原

則
か
ら
年
間
給
与
を
五
年
連
続
減
額

し
た
が
、
更
に
管
理
職
手
当
の
一

六
％
カ
ッ
ト
、
更
に
は
残
業
に
よ
る

時
間
外
手
当
の
圧
縮
や
県
内
旅
費
の

日
当
廃
止
等
、
職
員
の
理
解
を
求
め

る
な
か
で
削
減
す
る
。
ま
た
我
々
三

役
並
び
に
教
育
長
の
給
与
も
五
％
を

カ
ッ
ト
す
る
。

五
つ
目
と
し
て
　
新
し
い
財
源
確

保
と
し
て
、
ゴ
ミ
対
策
に
お
い
て
は
、

一
定
量
以
上
の
可
燃
ゴ
ミ
の
収
集
を

有
料
と
し
た
が
、
結
果
と
し
て
分
別

や
生
ゴ
ミ
の
水
切
り
な
ど
大
量
廃
棄

物
の
適
正
な
処
理
の
観
点
か
ら
も
効

果
的
に
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
町
税

の
滞
納
対
策
に
は
、
町
長
直
轄
と
し

て
特
別
収
納
対
策
班
を
設
置
す
る
。

三
位
一
体
改
革
は
、
国
対
地
方
と

い
う
単
な
る
行
政
内
部
の
問
題
で
は

な
く
、
よ
り
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
政
策
決
定
や
税
の
使
途
決
定
が
行

わ
れ
、
住
民
の
意
向
に
沿
っ
た
政
治

行
政
を
行
う
こ
と
を
実
現
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
改
革
が
地
方
自
治
の

確
立
に
資
す
る
緊
急
且
つ
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に

地
方
自
治
が
真
価
を
問
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、「
和
と
公
正
の
政
治
」「
決

断
と
実
行
の
政
治
」「
敏
速
な
行
動
」

の
三
つ
を
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と

し
て
、
特
に
職
員
に
も
慣
例
・
妥
協

に
流
さ
れ
る
傾
向
か
ら
脱
皮
し
、
意

識
改
革
に
努
め
プ
ラ
ン
・
ド
ゥ
ー
・

チ
ェ
ッ
ク
＋
ア
ク
シ
ョ
ン
を
基
本
と

し
て
目
標
に
沿
っ
た
、
或
い
は
計
画

に
付
随
し
た
行
動
を
常
に
心
掛
け
る

こ
と
、「
な
に
よ
り
や
る
気
を
も
た
な

け
れ
ば
町
は
後
退
す
る
。」
と
説
い
て

お
り
ま
す
。

本
町
の
自
治
体
経
営
を
確
立
す
る

も
の
と
し
て
の
基
盤
整
備
は
、
観
光

の
充
実
と
企
業
誘
致
等
産
業
基
盤
の

充
実
で
あ
り
ま
す
。
観
光
施
策
は
国

土
交
通
省
が
民
間
観
光
関
係
組
織
と

一
体
と
な
っ
た
施
策
と
し
て
取
り
組

む
、
観
光
立
国
推
進
施
策
を
積
極
的

に
進
め
る
た
め
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、

中
国
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の

誘
客
数
を
03
年
実
績
の
十
万
六
千
人

を
踏
ま
え
、
今
年
は
二
十
万
人
を
目

標
と
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
勿
論
こ
れ
ら
の
施
策
に

は
、
観
光
関
係
団
体
や
企
業
、
更
に

は
マ
ス
コ
ミ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
が
必
須
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
誘
致
に
関
し
て
は
、

今
日
の
経
済
情
勢
に
あ
っ
て
、
景
気

は
薄
紙
を
は
ぐ
よ
う
に
回
復
に
は
向

か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
合
併
の

際
に
策
定
し
た
新
町
建
設
計
画
の
基

本
目
標
の
一
つ
に
も
「
明
日
へ
の
び

ゆ
く
産
業
を
目
指
す
ま
ち
」
を
掲
げ
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な
す
雇
用
の

拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

そ
こ
で
誘
致
の
現
状
で
す
が
化
粧

品
、
印
刷
関
連
等
の
企
業
数
社
が
見

込
ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

進
出
の
要
因
に
つ
い
て
は
地
理
的
優

位
性
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
に
よ
る
豊
か
な
水
資
源
や

優
秀
な
人
材
な
ど
本
町
の
持
つ
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

標
高
千
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
公
有

地
の
高
度
利
用
を
、
一
貫
と
し
た
誘

致
戦
略
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
が
企
業
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
さ
の
中
に
あ
っ
て
本

町
は
、
環
境（
地
域
づ
く
り
）
教
育（
人

づ
く
り
）
観
光（
経
済
）
交
流（
融
和
）

の
4
K
を
戦
略
目
標
と
し
て
、
環
境

へ
の
負
荷
の
少
な
い
自
然
と
調
和
し

た
循
環
型
地
域
の
形
成
。
学
校
・
地

域
・
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
育
成

支
援
。
地
域
資
源
の
活
用
を
図
り
観

光
産
業
関
連
の
促
進
。
す
べ
て
の
人

が
自
立
し
て
活
き
活
き
と
し
て
生
活

し
、
一
人
ひ
と
り
の
交
流
が
深
ま
り

共
生
型
社
会
を
実
現
す
る
町
づ
く
り

を
目
指
す
こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

基
盤
整
備

今
後
の
取
り
組
み



市
町
村
リ
レ
ー 

��
�
���

�
�
�
�
�
	

��
�


ま
ち
づ
く
り
夢
づ
く
り 

武
川
村

武
川
村
は
、
山
梨
県
の
北
西
に
位

置
し
、
南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
、
南

ア
ル
プ
ス
県
立
巨
摩
自
然
公
園
の
東

側
玄
関
口
と
し
て
、
壮
大
な
甲
斐
駒

ヶ
岳
の
麓
、
大
小
六
つ
の
河
川
が
流

れ
る
自
然
環
境
の
豊
か
な
村
で
す
。

ま
た
、
村
内
に
は
全
国
の
百
選
が

四
つ
も
あ
る
な
ど
、
本
村
の
あ
る
北

巨
摩
郡
の
中
で
は
一
番
人
口
の
少
な

い
村
な
の
で
す
が
、
観
光
・
文
化
資

源
は
、
県
内
の
な
か
で
も
数
多
く
、

恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

武
川
村
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
本

村
の
生
い
立
ち
は
、
昭
和
八
年
四
月

一
日
、
当
時
の「
武
里
村
」と「
新
富

村
」の
二
ヶ
村
の
村
民
の
大
同
団
結

に
よ
り
、「
武
川
村
」と
し
て
誕
生
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
武
川
村
と
い
う
地
名
は
、

甲
斐
源
氏
の
一
族
で
あ
る
一
条
時
信

が
守
護
と
な
っ
た
後
、
当
地
を
分
領

し
、
武
河
の
庄
と
し
て
開
け
、
そ
の

後
、
そ
の
一
帯
を
武
川
筋
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
本
村
は
、
昭
和
三
十
年
七

月
一
日
、
旧
駒
城
村
の
一
部
、
柳
沢

区
を
合
併
し
、
今
日
の
行
政
区
域
と

な
り
ま
し
た
が
、「
武
川
村
」と
し
て
誕

生
し
て
以
来
、
七
十
一
年
目
の
本
年

十
一
月
一
日
、
近
隣
六
町
村
と
合
併

し
、『
北
杜
市
』と
し
て
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
北
杜
市
は
、
面
積
五

百
七
十
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

四
万
三
千
人
の
周
囲
を「
八
ヶ
岳
連

峰
」、「
秩
父
山
地
」、「
茅
ヶ
岳
」及
び

「
甲
斐
駒
ヶ
岳
か
ら
連
な
る
南
ア
ル

プ
ス
」の
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
梨
県

の
中
で
も
面
積
に
お
い
て
最
も
大
き

な
市
と
な
り
、
新
市
に
お
い
て
は
、

自
然
と
暮
ら
し
が
調
和
す
る
環
境
共

生
都
市
・
自
然
が
生
み
出
す
交
流
産

業
都
市
を
目
指
し
て
、
豊
か
な
自
然
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「神代桜」 樹齢2000年、日本で最古の神代桜

息
づ
く
自
然
と
、
温
か
い
人
情
が

い
っ
ぱ
い
の
小
さ
な
村

（
ま
も
な
く
北
杜
市
に
）



武
川
村
は
、
面
積
六
十
・
七
八
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
三
千

五
百
人
ほ
ど
の
南
ア
ル
プ
ス
の
緑
豊

か
な
山
懐
に
抱
か
れ
た
小
村
で
あ
り

ま
す
が
、
日
本
を
代
表
す
る
巨
木
、

名
瀑
が
あ
り
、
い
つ
の
時
代
も
…
い

つ
ま
で
も
、
村
の
暮
ら
し
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

「
山
高
の
神
代
桜
」

永
い
時
の
流
れ
に
じ
っ
と
耐
え
、
二

千
年
も
の
間
、
た
だ
一
度
さ
え
休
む

こ
と
な
く
花
を
咲
か
せ
て
き
た「
山

高
の
神
代
桜

じ
ん
だ
い
ざ
く
ら

」。

日
本
三
大
桜
の
ひ
と
つ
で
す
。

日
本
武
尊

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

が
東
夷
征
定
の
折
り
、

こ
の
地
に
留
ま
り
、
記
念
に
こ
の
桜

を
植
え
た
と
い
う
伝
説
が
残
っ
て
い

て
、
そ
の
後
、
日
蓮
聖
人
が
こ
の
木

の
衰
え
を
見
て
回
復
を
祈
っ
た
と
こ

ろ
、
再
生
し
た
た
め
、
別
名
「
妙
法

み
ょ
う
ほ
う

桜さ
く
ら」と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

神
代
桜
は
、
村
の
小
高
い
山
高
地

区
に
あ
る
実
相
寺
に
古
来
よ
り
生
き

て
き
ま
し
た
。

根
回
り
は
、
実
に
十
三
・
五
メ
ー
ト

ル
。
日
本
一
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
古
木

で
す
。

大
正
十
一
年
十
月
に
国
指
定
天
然

記
念
物
の
第
一
号
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
桜
だ
け
が
持
つ
、
長
く
生
き

続
け
て
き
た
誇
り
、
逞
し
さ
…
。

私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
る
も
の
は
、

花
の
美
し
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

懸
命
に
生
き
る
力
と
そ
の
尊
さ
に
そ

の
美
を
感
じ
、
感
動
す
る
の
で
す
。

日
本
一
の
桜
が
生
き
る
、
武
川
村
。

「
萬
休
院
の
舞
鶴
松
」

萬
休
院
本
堂
入
口
に
あ
る「
舞
鶴

松
」。全体

の
樹
形
が
美
し
く
、
枝
の
上

に
傘
状
の
枝
を
重
ね
て
左
右
に
伸
長

し
、
そ
の
名
の
よ
う
に
鶴
が
翼
を
広

げ
た
姿
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

樹
齢
は
約
四
百
五
十
年
。
赤
松
の

名
木
で
す
。

樹
高
九
メ
ー
ト
ル
、
根
元
の
周
囲

四
メ
ー
ト
ル
、
主
幹
は
地
上
約
二
メ
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ー
ト
ル
の
高
さ
の
と
こ
ろ
で
四
方
に

折
れ
広
が
り
、
全
体
の
枝
回
り
は
七

十
四
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
い
歳
月
を
経
て
い
ま
す
が
、
勢

い
は
、
今
な
お
盛
ん
で
す
。

赤
松
と
し
て
は
、
全
国
で
も
稀
に

み
る
名
木
で
、
昭
和
九
年
一
月
、
国

指
定
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、「
神

代
桜
」
と
同
様
、
平
成
二
年
六
月
、

全
国
の
新
日
本
名
木
百
選
に
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
精
進
ヶ
滝
」

石
空

い
し
う
と
ろ

川
渓
谷
を
遡
行
す
る
と
、
標
高

千
四
百
メ
ー
ト
ル
の
深
い
緑
の
中
に
突

如
と
し
て
、
大
き
な
滝
が
現
れ
ま
す
。

こ
れ
が
、
標
高
日
本
一
の
名
瀑
、

落
差
百
二
十
一
メ
ー
ト
ル
の
精
進
ヶ

滝
で
す
。

切
り
立
っ
た
岩
を
一
気
に
流
れ
落

ち
、
飛
沫
は
周
囲
に
広
が
っ
て
霧
と

か
す
み
ま
す
。

夏
で
も
肌
寒

さ
を
感
じ
さ
せ

る
こ
の
滝
の
勢

い
は
、
見
る
者

を
唖
然
と
さ
せ
、

ま
さ
に
圧
巻
の

限
り
で
す
。

な
お
、
こ
の

流
れ
は
、
四
季

を
通
じ
て
楽
し

め
、
南
ア
ル
プ

ス
か
ら
の
清
ら
か
で
お
い
し
い
水
を

提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
お
い
し
さ
日
本
一
の

武
川
村
米
!!
」

お
い
し
い
お
米
は
、
武
川
村
米
。

甲
斐
駒
ヶ
岳
の
懐
深
く
、
石
英
の

水
に
洗
わ
れ
た
砂
質
壌
土
は
、
米
づ

く
り
に
最
適
で
あ
り
、
大
武
川
、
小

武
川
の
水
に
も
恵
ま
れ
た
土
地
柄
か

ら
、
本
村
で
は
、
幻
の
米
「
農
林
48

号
」を
創
造

つ
く
っ
て

い
ま
す
。

武
川
村
米
の
特
徴
は
、
素
晴
ら
し

い
食
味
と
艶
と
粘
り
。
そ
し
て
香
り

で
す
。

お
い
し
さ
日
本
一
の
武
川
村
米
を

ぜ
ひ
一
度
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

長
い
も
、
う
ど
、
し
い
た
け
、
大

豆
、
り
ん
ご
な
ど
・・・

お
米
以
外
に
も
、
ま
だ
ま
だ
、
た

く
さ
ん
の
お
い
し
い
農も

の

産
物
が
て
ん

こ
盛
り
で
す
。

い
つ
ま
で
も
か
わ
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
！

（
全
国
に
誇
れ
る
郷
土
の
シ
ン
ボ
ル
…
日
本
一
が
こ
ん
な
に
！
）

環
境
を
生
か
し
た
住
環
境
の
整
備
と

農
業
・
観
光
業
を
柱
と
し
た
産
業
振

興
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

「精進ヶ滝」 落差は、なんと121m、華厳の

滝より大きな滝です。



「
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
む
か
わ
で
遊
ぼ
う
！
」

「
フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
む
か
わ
」は
、

大
武
川
の
河
川
沿
い
に
つ
く
ら
れ
た

自
然
あ
ふ
れ
る
河
川
公
園
で
す
。

こ
の
公
園
は
、
本
村
を
象
徴
す
る

「
水
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
源
流
か

ら
海
に
至
る
ま
で
の「
水
の
一
生
」を

公
園
内
で
再
現
し
て
い
ま
す
。

渓
流
ゾ
ー
ン
・
海
ゾ
ー
ン
で
は
、

水
の
中
で
も
遊
ぶ
こ
と
が
出
来
る
た

め
、
子
供
達
に
も
好
評
で
す
。

ま
た
、
毎
年
七
月
に
は
、「
こ
ど
も

祭
り
」
を
行
っ
て
い
て
、
今
年
も
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

な
お
、
公
園
内
に
は
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
キ
ャ
ン
プ
エ
リ
ア
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
エ
リ
ア
な
ど
、
ア
ウ

ト
ド
ア
を
満
喫
で
き
る
エ
リ
ア
が

用
意
さ
れ
て
い
て
、
楽
し
く
快
適

な
休
日
が
過
ご
せ
ま
す
。

「
た
ま
に
は
・
・
・

む
か
わ
の
湯
で
骨
休
め
で

も
？
」

本
村
で
は
、
二
十
一
世
紀
が
幕

を
開
け
た
平
成
十
三
年
一
月
、
温

泉
施
設
「
む
か
わ
の
湯
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

泉
質
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
泉

（「
熱
の
湯
」と
も
言
わ
れ
る
）で
す
の

で
、
保
温
効
果
も
高
く
、
湯
冷
め
し

に
く
い
こ
と
か
ら
、
体
も
心
も
ほ
っ

か
ほ
か
に
な
り
ま
す
。

村
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
方
に
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
文
字

通
り
、
心
温
ま
る
く
つ
ろ
ぎ
の
場
と

し
て
、
気
楽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
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水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
美
し
い「
武

川
村
」。

北
杜
市
に
な
っ
て
も
、
い
ま
ま
で

先
代
が
守
っ
て
き
た
こ
の
財
産
を
こ

れ
か
ら
も
守
り
、
そ
し
て
快
適
で
住

み
良
い
環
境
整
備
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
き

れ
い
な
水
を

未
来
永
劫
ま

で
守
る
た
め
、

下
水
道
整
備

の
早
期
完
成

を
目
玉
と
し

て
、
農
業
、
観

光
等
、
共
に

連
携
を
と
り

な
が
ら
新
し

い
時
代
に
対

応
で
き
る
産

業
振
興
を
目

指
し
て
い
き

た
い
と
考
え

ま
す
。

新
市
に
な

っ
て
も「
武
川
」

の
良
さ
を
大

切
に
、
こ
れ
か

ら
も
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
、
美
し
い
景
観
づ
く
り
、
多
彩

な
産
業
振
興
へ
の
創
造
等
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
自
ら

の
創
意
工
夫
に
よ
る
積
極
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
市
に
な
っ
て
も

武
川
村
の
良
さ
は
永
遠
に
！

緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
…

人
気
の
温
泉
も
！

「全景」 美しい自然は、武川村民の宝です。

「水車」 南アルプスから流れてくるきれいな水は、おいしい

武川米の源です。



　
地
方
自
治
体
が
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
に
よ
り
活
力
溢
れ
る
地
域
を

築
い
て
い
け
る
よ
う
、
様
々
な
制
度
の
創
設
や
見
直
し
が
行
わ
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
総
額
の
削
減
な
ど
が
改
革
の
初
年
度
と
し
て

実
施
さ
れ
、
多
く
の
自
治
体
の
不
評
を
か
っ
た
三
位
一
体
の
改
革
も
、

地
方
の
自
由
度
を
高
め
る
と
い
う
、
本
来
の
理
念
を
実
現
す
る
方
向
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

　
個
性
豊
か
で
魅
力
に
溢
れ
る
地
域
社
会
が
、
我
が
国
全
体
の
発
展
を

支
え
る
時
代
の
到
来
が
見
込
ま
れ
る
中
、
こ
う
し
た
動
向
を
的
確
に
把

握
し
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。  

地
域
活
性
化
へ
の
新
た
な
動
き 

﹇
特
集
1
﹈合
併
関
連
三
法
に
つ
い
て  

      

県
市
町
村
課  

　 

平
賀
　
太
裕 

﹇
特
集
2
﹈「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
ゆ
く
え 

 

県
市
町
村
課  

　 

吉
澤    

公
博 

﹇
特
集
3
﹈地
域
再
生
制
度
と
本
県
の
取
組
状
況
に
つ
い
て 

  

県
政
策
秘
書
室   

手
塚    

　 

伸 
﹇
特
集
4
﹈次
世
代
育
成
支
援
に
向
け
て 

県
児
童
家
庭
課   

神
宮
司
　
易 

やまなし 

集 
特 
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平
賀 

太
裕 

�
�
�
���

�
���

�
�

県
市
町
村
課 

特集 

1

合
併
関
連
三
法

合
併
関
連
三
法
に
つ
い
て 
合
併
関
連
三
法
に
つ
い
て 

は
じ
め
に

 

�

合
併
新
法 

�

市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
い
わ
ゆ
る
合
併
関
連
三

法
は
、
平
成
十
六
年
五
月
十
九
日
に

参
議
院
で
可
決
・
成
立
し
、
同
月
二

十
六
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。(

以
下
、

合
併
関
連
三
法
を
「
合
併
新
法
」「
改

正
合
併
特
例
法
」「
改
正
地
方
自
治
法
」

と
表
記
し
ま
す
。）

こ
れ
ら
三
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

既
に
い
く
つ
か
の
雑
誌
で
詳
細
な
解

説
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
稿

で
は
実
際
の
合
併
協
議
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
議
論
と
な
る
点
を
中
心
に

そ
の
概
要
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。な

お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分

は
私
見
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
に
お

断
り
し
て
お
き
ま
す
。

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1

障
害
除
去
の
継
続
・
拡
大
と

財
政
措
置
の
廃
止
・
縮
小

合
併
新
法
に
お
い
て
も
、
現
在
の

合
併
に
関
す
る
特
例
措
置
の
う
ち
、

議
員
の
在
任
・
定
数
特
例
、
地
方
税

の
不
均
一
課
税
、
県
議
会
議
員
の
選

挙
区
特
例
等
障
害
を
除
去
す
る
た
め

の
措
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
存

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
の
要
件
に
係

る
い
わ
ゆ
る
三
万
市
特
例
に
つ
い
て
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も
、
国
会
審
議
の
過
程
で
議
員
修
正

に
よ
り
現
行
の
特
例
が
維
持
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
一
部
事
務
組
合
等
に
関
す

る
特
例
で
は
、
組
織
団
体
の
う
ち
に

合
併
に
関
係
し
な
い
市
町
村
が
あ
る

場
合
に
、
組
合
を
存
続
さ
せ
る
た
め

の
手
続
き
簡
素
化
の
要
件
が
拡
大
さ

れ
た
ほ
か
、
合
併
関
係
市
町
村
の
す

べ
て
が
組
織
団
体
と
な
っ
て
い
る
場

合
に
、
規
約
変
更
等
の
手
続
き
を
一

定
期
間(

六
か
月)

猶
予
す
る
規
定
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
現
在
市
町
村
合
併
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
大
き
な
魅
力
と
な

っ
て
い
る
事
業
、
基
金
に
対
す
る
合

併
特
例
債
は
廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替
に
つ
い

て
も
現
行
の
特
例
期
間
十
年
を
段
階

的
に
五
年
に
短
縮
す
る(

激
変
緩
和
の

五
年
は
継
続)

な
ど
、
財
政
上
の
優
遇

措
置
は
廃
止
又
は
縮
小
さ
れ
て
い
ま

す
。

2

合
併
特
例
区
制
度
等
の
創
設

合
併
に
際
し
て
、
五
年
以
内
の
期

間
に
限
り
、
一
又
は
複
数
の
旧
市
町

村
単
位
で
法
人
格
を
持
つ
合
併
特
例

区
を
設
置
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
後
述
す
る
改
正
地

方
自
治
法
で
一
般
制
度
と
し
て
創
設

さ
れ
た
地
域
自
治
区
に
関
す
る
特
例

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
区
は
、
法
人
格
の
あ
る

特
別
地
方
公
共
団
体
と
し
て
規
則
制

定
権
、
予
算
編
成
・
決
算
調
製
権
を

も
ち
、
そ
の
下
に
置
か
れ
る
合
併
特

例
区
協
議
会
を
中
心
に
、
合
併
市
町

村
の
当
該
地
域
に
対
す
る
行
財
政
運

営
に
関
し
て
審
議
し
、
建
議
す
る
な

ど
の
権
能
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
合
併
特
例
区
の
大
き
な
特

徴
は
、
そ
の
名
称
を
住
居
表
示
に
使

用
で
き
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
合
併

前
の
市
町
村
の
名
称
を
存
続
で
き
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。(

合
併
新
法
、
改

正
合
併
特
例
法
に
よ
る
地
域
自
治
区

も
同
様)

た
だ
し
、
こ
の
旧
市
町
村
の
名
称

を
将
来
に
わ
た
っ
て
使
用
し
続
け
る

た
め
に
は
、
期
間
経
過
後
に
お
い
て

改
正
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
地
域
自

治
区
を
合
併
市
町
村
の
全
域
に
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
こ
の
合
併
特
例
区
及
び

地
域
自
治
区
は
、
地
域
審
議
会
と
相

ま
っ
て
、
合
併
関
係
市
町
村
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
同
時
に
行
政
と

住
民
と
の
協
働
を
促
進
す
る
反
面
、

合
併
市
町
村
の
速
や
か
な
一
体
性
を

実
現
す
る
上
で
は
、
そ
の
阻
害
要
因

と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
制
度
の
導
入
に
は
十
分

な
検
討
が
望
ま
れ
ま
す
。

3

合
併
推
進
へ
の
国
・
県
の
関
与

合
併
新
法
に
お
い
て
は
、
総
務
大

臣
が
自
主
的
な
合
併
を
推
進
す
る
た

め
の
基
本
的
な
指
針(

基
本
指
針)

を

定
め
、
こ
の
指
針
に
基
づ
い
て
都
道

府
県
が
合
併
推
進
に
関
す
る
構
想
を

定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
指
針
は
、
平
成
十
七
年
三
月

ま
で
の
合
併
状
況
を
踏
ま
え
、
合
併

新
法
が
施
行
さ
れ
る
同
年
四
月
以
降

の
早
い
時
期
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
の
地

方
制
度
調
査
会
答
申(

「
今
後
の
地
方

自
治
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
答

申
」)

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
小
規
模
市

町
村
の
目
安
を
「
お
お
む
ね
人
口
一

万
未
満
」
と
す
る
こ
と
も
、
こ
の
基

本
指
針
の
中
に
明
記
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
が
定
め
る
構
想

は
、
自
主
的
な
合
併
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
市
町
村
を

対
象
と
し
て
、
新
た
に
条
例
で
設
置

す
る
市
町
村
合
併
推
進
協
議
会
の
意

見
を
聴
い
た
う
え
で
、
合
併
の
組
合

せ
な
ど
を
規
定
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

都
道
府
県
知
事
は
こ
の
組
合
せ
に

よ
り
合
併
協
議
会
を
設
置
す
る
よ
う

勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ

の
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
対
象
市

町
村
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
合
併
調
整
委
員
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
・
調
停
、
合
併
協
議
推

進
勧
告
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
市
町
村
間
の
合

併
協
議
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
合
併
そ
の
も
の

を
勧
告
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
実
上
の
期
限
延
長

合
併
特
例
法
は
、
平
成
十
七
年
三

月
ま
で
の
限
時
法
で
す
が
、
改
正
に

よ
り
そ
の
適
用
期
限
が
事
実
上
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
は
期
限
ま
で

に
合
併
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
こ
ろ
が
、
合
併
関
係
市
町
村
に
よ

る
知
事
へ
の
合
併
申
請
が
行
わ
れ
、

平
成
十
八
年
三
月
ま
で
に
合
併
す
れ

ば
改
正
合
併
特
例
法
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
合
併
特
例
法 

�
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前
述
の
と
お
り
合
併
新
法
で
は
、

合
併
特
例
債
が
廃
止
さ
れ
、
合
併
算

定
替
の
期
間
も
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
改
正
合
併
特
例
法
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
財
政
的
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

こ
の
ほ
か
、
改
正
合
併
特
例
法
で

は
、
合
併
特
例
区
、
地
域
自
治
区
の

特
例
、
一
部
事
務
組
合
の
特
例
の
拡

充
に
つ
い
て
、
合
併
新
法
を
先
取
り

す
る
形
で
同
様
の
規
定
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。

住
民
自
治
の
強
化

合
併
関
連
三
法
は
、
基
本
的
に
地

方
制
度
調
査
会
答
申
を
踏
ま
え
た
も

の
で
す
が
、
改
正
地
方
自
治
法
は
、

こ
れ
に
加
え
、
構
造
改
革
特
区
制
度

に
基
づ
い
て
提
案
さ
れ
た
規
制
の
特

例
措
置
の
う
ち
、
規
制
そ
の
も
の
を

見
直
す
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
た
事
項

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

従
っ
て
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
が
、
中
で
も
住
民
と
の
協

働
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
観
点
か

ら
、
新
た
な
市
町
村
自
治
の
あ
り
方

と
し
て
地
域
自
治
区
の
制
度
を
創
設

し
た
こ
と
が
画
期
的
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
自
治
区
は
市
町
村
長
の
事
務

を
分
掌
し
、
住
民
の
意
見
を
反
映
さ

せ
つ
つ
こ
れ
を
処
理
す
る
も
の
と
さ

れ
、
設
置
す
る
場
合
に
は
、
市
町
村

の
全
域
を
対
象
に
そ
の
区
域
を
分
け

て
置
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。(

市
町
村

内
の
一
部
の
地
域
に
の
み
設
置
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。)

な
お
、
地
域
自
治
区
を
合
併
新
法

又
は
改
正
合
併
特
例
法
の
特
例
に
よ

り
設
置
す
る
場
合
に
は
、
住
居
表
示

に
お
け
る
名
称
使
用
や
一
部
の
地
域

に
の
み
設
置
で
き
る
な
ど
の
例
外
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
改
正
地
方
自
治
法
で

は
、
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
の

拡
充
、
収
入
役
制
度
の
改
正
、
議
会

定
例
会
の
招
集
回
数
の
自
由
化
、
財

務
会
計
制
度
の
改
正
等
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
説
明
を
割
愛
し

ま
す
が
市
町
村
の
行
政
運
営
に
直
接

係
わ
り
の
あ
る
事
項
を
含
ん
で
い
ま

す
の
で
、
今
秋
に
も
公
布
さ
れ
る
関

係
政
令
と
併
せ
て
、
そ
の
内
容
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
併
関
連
三
法
の
施
行
期
日
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

合
併
新
法

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

し
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

に
失
効
す
る
。

改
正
合
併
特
例
法
　

公
布
の
日
（
五
月
二
十
六
日
）
か

ら
起
算
し
て
六
月
以
内
の
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

一
部
事
務
組
合
の
特
例
等
に
つ
い
て

は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。(

一

部
規
定
に
つ
い
て
は
施
行
日
の
六
十

日
後
か
ら
適
用)

改
正
地
方
自
治
法

公
布
の
日
（
五
月
二
十
六
日
）
か

ら
起
算
し
て
六
月
以
内
の
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。(

一
部
規
定

は
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行)

�

改
正
地
方
自
治
法 

お
わ
り

に

 

�

合
併
関
連
三
法
は
、
地
方
分
権
改

革
を
一
層
確
か
な
も
の
と
す
る
た

め
、
地
域
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
包

括
的
な
行
政
主
体
た
る
市
町
村
を
確

立
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
そ
の
内
容
は
重

要
か
つ
多
岐
に
わ
た
り
、
平
成
十
二

年
の
地
方
分
権
一
括
法
以
来
の
地
方

自
治
制
度
を
め
ぐ
る
大
改
正
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

地
方
行
政
に
携
わ
る
皆
様
が
十
分

法
令
を
研
究
さ
れ
、
適
切
な
運
用
が

な
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

施
行
期
日
等 
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改正合併特例法と合併新法との比較(概要)

合併新法 改正合併特例法 

地方自治法の特例等 

市の要件は人口３万以上 
市を含む合併後の自治体は市 

←（原案修正により改正合併特例法と同じ） 
← 

議員の定数 
 

設置選挙は法定上限の２倍まで可能 ← 

議員の在任 
新設：２年以内在任可能 
編入：編入する市町村の任期＋次回割増 

← 
← 

一部事務組
合等 

（改正合併特例法により新法と同じ） 一部事務組合等の存続手続きの簡素化 
全市町村加入組合等の手続猶予(6か月)

市の要件 

地方税 ５年以内の不均一課税が可能 ← 

地方交付税 基準財政需要額の測定単位の数値補正 
合併算定替　１０年＋激変緩和５年 

← 
［９(最初2年)･７(2)･５(1)］年＋５年 

地方債 事業､基金(特定経費)に合併特例債を認め、償還財源
を基準財政需要額に算入 

（無） 

地域自治区 （改正合併特例法により新法と同じ） 一又は複数の旧市町村単位で設置可能 
特別職の区長を置くことが可能 
住居表示に地域自治区の名称(永続可) 

合併特例区 

合併特例区 （改正合併特例法に
　より新法と同じ） 

　　　　　　　協議により、期間を定めて、一又は複数の旧市町
村単位で設置する特別地方公共団体(法人格有り) 

設置・解散 知事の認可(廃置分合に併せ申請)、期間満了か次の合併で解散 

規約 名称、区域、期間(５年以内)、事務所の位置、区長の任期等 

区長 長が選任､任期２年以内､助役等と兼職可､特別職､規則制定権 

財務関係 合併市町村が財源措置し、特例区において予算編成・決算調製 
長期借入金及び債券発行(起債)は不可、公の施設の設置は可能 

住居表示 住居表示に合併特例区の名称を使用、期間満了後も永続可 

特例区協議会 必置、組織及び運営に関する事項は規約 

長が選任、任期２年以内、無報酬も可 

規定事項 

審議会 

特例区予算への同意権、特例区の事務に関して審議、建議 

市町村の合併の推進に関する構想等 

大臣は基本指針を策定 
・合併推進の基本的事項、県の構想の基準 

（無） 

（無） 

（無） 

（無） 

基本指針 

構想の作成等 

構成員 

権　限 

合併推進すべき市町村を対象に県が策定 

構想対象市町村の組合せ等 

合議制の市町村合併推進審議会を設置 
構想に対して意見、合併に関し調査審議 

知事の合併協
設置勧告 
投票の請求等 

市町村の意見を聴き協議会設置勧告 
(地方自治法による一般的な設置勧告)

←(構想対象市町村の意見を聴き) 
勧告を受けた市町村長は議会に付議 
・否決市町村長又住民による投票実施請求 

あっせん 
調停 

（無） 

（無） 

知事は、合併協議が調わないときは申請に基づき
調整委員を任命し、あっせん又は調停 

協議への勧告 知事は、合併協議の推進に関し勧告 
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2

「
三
位
三
位
一
体
の
改
革
改
革
」
の
ゆ
く
え 
「
三
位
一
体
の
改
革
」
の
ゆ
く
え 

は
じ
め
に 

�

去
る
六
月
四
日
に
、
小
泉
内
閣
は

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
四
」（
以
下

「
骨
太
方
針
二
〇
〇
四
」
と
い
う
。）

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

政
府
は
、
こ
の
骨
太
方
針
二
〇
〇

四
に
基
づ
い
て
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

負
の
遺
産
か
ら
脱
却
し
、
人
口
の
減

少
や
国
際
環
境
の
変
化
な
ど
新
た
な

条
件
の
下
で
の
成
長
基
盤
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
以

降
に
は
概
ね
二
％
程
度
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
の
名
目
成
長
率
が
見
込
ま
れ

る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
及
び
十
八

年
度
の
二
年
間
を
「
重
点
強
化
期
間
」

と
位
置
づ
け
、
そ
の
間
の
主
な
課
題

と
し
て

一
「
官
か
ら
民
へ
」、「
国
か
ら
地
方
へ
」

の
徹
底

二
「
官
の
改
革
」の
強
化

三
「
民
の
改
革
」の
推
進

四
「
人
間
力
」の
抜
本
的
強
化

五
「
持
続
的
な
安
全
・
安
心
」の
確
立

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、こ
の
期
間
中
に
、
規
制
改

革
、
予
算
制
度
の
改
革
、
公
務
員
制
度

や
特
殊
法
人
等
の
改
革
、
医
療
・
介
護

保
険
等
の
見
直
し
な
ど
に
加
え
、「
国

か
ら
地
方
へ
」
の
徹
底
の
一
環
と
し

て
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
改
革

は
、
地
方
に
お
け
る
税
財
源
面
で
の

自
由
度
と
裁
量
度
を
拡
大
す
る
た
め

の
自
主
財
源
の
拡
充
に
よ
り
地
方
分

権
を
推
進
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

地
方
が
自
ら
の
権
限
と
責
任
の
下
、

自
ら
の
財
源
で
住
民
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、

国
と
地
方
を
通
じ
た
簡
素
で
効
率
的

な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
の
真
の
自
立
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

改
革
の
全
体
像
は
、
本
年
秋
に
明

ら
か
に
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
本
稿

で
は
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
等
に
つ
い

て
概
観
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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地
方
が
自
立
し
て
、
自
ら
の
創
意

工
夫
と
責
任
で
政
策
決
定
を
す
る
た

め
に
は
、
地
方
の
支
出
は
自
ら
の
財

源
で
賄
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

昨
今
の
厳
し
い
経
済
環
境
の
下
で
、

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
は
、

国
と
地
方
を
通
じ
た
行
政
の
ス
リ
ム

化
と
歳
出
の
見
直
し
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
政
府
は
、

平
成
十
四
年
六
月
に
「
経
済
財
政
運

営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針

二
〇
〇
二
」
を
閣
議
決
定
し
、
そ
の

中
で
、

①
「
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革
」

②
「
地
方
交
付
税
の
改
革
」

③
「
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を

含
む
税
源
配
分
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
三
位
一
体
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
（
こ
れ
を
称
し
て
「
三
位
一

体
の
改
革
」
と
い
う
。）、
今
後
一
年

以
内
に
そ
れ
ら
の
望
ま
し
い
姿
と
、

そ
こ
に
至
る
具
体
的
な
改
革
工
程
を

含
む
改
革
案
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
五
年
六
月
に

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関

す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
三
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
次
の
と
お

り
改
革
の
内
容
及
び
そ
の
期
間
と
数

値
目
標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
国
庫
補
助
負
担
金
は
、
平
成
十
八

年
度
ま
で
に
概
ね
四
兆
円
程
度
を

目
処
に
廃
止
・
縮
減
等
を
行
う
。

②
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
に

つ
い
て
は
、そ
の
全
般
を
見
直
し
、

平
成
十
八
年
度
ま
で
の
「
改
革
と

展
望
」
の
期
間
中
に
縮
小
し
て
い

く
。

Ⅰ
地
方
財
政
計
画
上
の
歳
出
の
徹

底
的
な
見
直
し

・
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮

減
に
よ
る
補
助
事
業
の
抑
制

・
人
員
を
四
万
人
以
上
純
減

・
投
資
的
経
費（
単
独
）を
平
成
二

〜
三
年
度
の
水
準
を
目
安
に
抑

制
・
一
般
行
政
経
費
等
（
単
独
）
を

現
在
の
水
準
以
下
に
抑
制

Ⅱ
算
定
方
法
の
簡
素
化
と
段
階
補

正
の
見
直
し

Ⅲ
不
交
付
団
体
（
市
町
村
）
の
人

口
割
合
の
大
幅
な
増
加

Ⅳ
財
政
力
格
差
の
調
整
へ
の
適
切

な
対
応

③
税
源
移
譲
は
、
基
幹
税
の
充
実
を

基
本
に
、
補
助
金
の
性
格
等
を
勘

案
し
つ
つ
削
減
額
の
八
割
程
度
を

目
安
と
し
て
移
譲
し
、
義
務
的
な

事
業
に
つ
い
て
は
徹
底
的
な
効
率

化
を
図
っ
た
上
で
そ
の
所
要
の
全

額
を
移
譲
す
る
。

こ
の
方
針
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
で

き
な
か
っ
た
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃

止
・
縮
減
と
税
源
移
譲
に
関
し
て
一

定
の
結
論
を
出
し
、
と
り
わ
け
そ
の

実
施
期
間
と
数
値
目
標
を
定
め
た
こ

と
、
そ
し
て
「
税
源
移
譲
は
基
幹
税

で
行
う
」
と
決
め
た
こ
と
は
画
期
的

な
こ
と
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

①
国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革

地
方
の
権
限
と
責
任
を
大
幅
に
拡

大
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
国
と
地

方
の
役
割
分
担
に
応
じ
た
事
務
事
業

及
び
国
庫
補
助
負
担
金
の
在
り
方
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

す
。そ

こ
で
国
で
は
、
平
成
十
八
年
度

ま
で
の
「
改
革
と
展
望
」
の
期
間
中

に
約
四
兆
円
の
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
を
行
う
こ
と
と
し
、
平

成
十
五
年
度
に
そ
の
「
芽
だ
し
」
と

し
て
約
五
、
六
〇
〇
億
円
、
平
成
十

六
年
度
に
は
約
一
兆
三
〇
〇
億
円
の

国
庫
補
助
負
担
金
が
廃
止
・
縮
減
さ

れ
、
今
後
十
八
年
度
ま
で
に
、
さ
ら

に
約
三
兆
円
の
国
庫
補
助
負
担
金
が

廃
止
・
縮
減
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

し
か
し
、
平
成
十
六
年
度
の
地
方

財
政
計
画
で
は
、
平
成
十
五
年
度
及

び
十
六
年
度
の
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
の
合
計
、
約
一
兆
五
、

九
〇
〇
億
円
に
対
し
て
、
約
六
、
五

〇
〇
億
円
の
み
が
税
源
移
譲
さ
れ
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公

共
事
業
を
は
じ
め
奨
励
的
補
助
金
の

削
減
に
対
し
て
、
税
源
移
譲
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。（
資
料
１
参
照
）

こ
の
改
革
に
対
す
る
地
方
団
体
か

ら
の
反
発
は
激
し
く
、
国
と
し
て
も

今
後
地
方
の
意
見
に
十
分
耳
を
傾
け

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
骨
太
方
針
二
〇
〇
四
に
お
い

て
は
、
概
ね
三
兆
円
規
模
の
税
源
移

譲
を
目
指
す
前
提
と
し
て
、
地
方
団

体
に
対
し
て
国
庫
補
助
負
担
金
改
革

の
具
体
案
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
要
請
を
受
け
、
ま
ず
地
方
団

体
が
廃
止
・
縮
減
す
る
国
庫
補
助
負

担
金
の
選
定
を
行
い
、
そ
の
後
、
こ

の
素
案
を
基
に
、
内
閣
府
に
設
置
さ

れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て

審
議
し
決
定
す
る
運
び
と
な
り
ま

す
。地

方
の
立
場
か
ら
は
、
国
庫
補
助

負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
と
そ
れ
に
伴

う
税
源
移
譲
は
、
地
方
の
裁
量
を
高

め
自
主
性
を
大
幅
に
拡
大
す
る
た
め

に
行
う
訳
で
す
か
ら
、
単
に
数
字
合

やまなし 

集 
特 

改
革
の
内
容 

�



わ
せ
に
都
合
の
い
い
事
務
事
業
を
選

択
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
い
か
に
高
め

ら
れ
る
か
と
い
う
視
点
か
ら
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
地
方
交
付
税
の
改
革

地
方
交
付
税
は
、
地
方
団
体
間
に

お
け
る
財
政
力
の
格

差
を
解
消
す
る
た
め

に
財
源
の
均
て
ん
化

を
図
る
「
財
源
調
整

機
能
」
と
と
も
に
、

行
政
の
計
画
的
な
運

営
を
可
能
に
す
る
た

め
に
必
要
な
財
源
を

保
障
す
る
「
財
源
保

障
機
能
」
と
を
併
せ

有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
能
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
は

地
方
団
体
が
一
定
水

準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
確
保
す
る
こ
と
が

国
に
よ
っ
て
保
証
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、

真
の
地
方
財
政
の
自

立
を
図
る
た
め
に

は
、
前
述
の
国
庫
補

助
負
担
金
の
廃
止
・

縮
減
と
併
せ
て
、
こ

の
地
方
交
付
税
へ
の

依
存
体
質
か
ら
の
脱
却
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
脱
却
へ
の
道
筋
は
、

必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
安

定
的
な
歳
入
構
造
の
構
築
等
を
通
じ

て
な
さ
れ
る
は
ず
で
し
た
が
、
平
成

十
六
年
度
に
お
け
る
地
方
交
付
税
総

額
の
削
減
は
、
予
算
編
成
に
際
し
て

唐
突
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
単
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に
国
の
財
政
再
建
を
目
的
と
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
と
の
指
摘

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
や

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化
に
よ

る
経
費
の
節
減
、
あ
る
い
は
公
共
事
業

費
の
削
減
等
に
よ
る
歳
出
規
模
の
抑

制
に
つ
い
て
一
定
の
理
解
と
評
価
は

で
き
ま
す
が
、
平
成
十
六
年
度
の
地

方
財
政
計
画
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税

が
対
前
年
度
六
・
五
％
減
、
普
通
交
付

税
の
振
り
替
わ
り
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債
が
対
前
年
度
二
八
・
六
％
減
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
総
額
で
は
、
実

に
一
二
・
〇
％
、
約
二
兆
八
、
六
〇
〇

億
円
の
大
幅
な
減
と
な
っ
た
こ
と
に

対
し
、
地
方
団
体
か
ら
大
き
な
不
満

が
噴
出
し
ま
し
た
。

本
県
市
町
村
に
お
い
て
も
、
普
通

交
付
税
の
交
付
決
定
額
が
、
約
七
一

三
億
円
（
対
前
年
度
三
・
五
％
減
）、

臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
は
、

約
一
七
二
億
円
（
対
前
年
度
二
九
・

四
％
減
）、
総
額
で
は
九
・
九
％
、

約
九
七
億
円
の
減
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。（
資
料
２
参
照
）

地
方
交
付
税
の
改
革
が
、
今
後
と

も
単
な
る
国
の
財
政
健
全
化
の
た
め

だ
け
に
一
方
的
に
推
し
進
め
ら
れ
る

と
す
れ
ば
、
住
民
が
受
け
る
べ
き
標

準
的
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
地
方
団
体

が
維
持
す
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
だ

と
い
え
ま
す
。

法
令
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
事

務
に
要
す
る
財
源
等
、
地
方
団
体
が

真
に
必
要
と
す
る
財
源
の
確
保
を
目

的
と
す
る
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障

機
能
は
、
改
革
が
ど
の
よ
う
な
形
で

進
め
ら
れ
る
と
し
て
も
堅
持
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

③
税
源
移
譲
を
含
む
税
源

配
分
の
見
直
し

税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
個
別
事

業
の
見
直
し
及
び
精
査
を
行
っ
た
上

で
、
補
助
金
の
性
格
等
を
勘
案
し
な

が
ら
八
割
程
度
を
目
安
と
し
て
移
譲

す
る
こ
と
と
し
、
義
務
的
な
事
業
に

つ
い
て
は
徹
底
的
な
効
率
化
を
図
っ

た
上
で
そ
の
所
要
の
全
額
を
移
譲
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
十
八
年
度
ま
で
に

所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
本
格

的
な
税
源
移
譲
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
十
六
年
度
の
税
制
改
正
で

は
、
そ
の
間
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
所

得
税
の
一
部
を
使
途
を
限
定
し
な
い

一
般
財
源
と
し
て
地
方
に
譲
与
す
る

所
得
譲
与
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

の
退
職
手
当
及
び
児
童
手
当
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
そ
の
額
が
大
き
く
変

動
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
等

か
ら
、
平
成
十
六
年
度
は
税
源
移
譲

予
定
特
例
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ

高
速
自
動
車
国
道
整
備
に 

お
け
る
新
直
轄
方
式
の
導
入 

〈
市
町
村
道
補
助
分
〉 

公
共
事
業
関
係
補
助
負
担
金 

奨
励
的
補
助
金
の
削
減 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金 

〈
共
済
長
期
負
担
金
等
〉
　
　

　
等 

 

〈
一
般
財
源
化
〉 

 

〈
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
〉 

   

公
共
事
業
関
係 

　
補
助
負
担
金
の
削
減
等 

   

奨
励
的
補
助
金 

〈
公
共
事
業
費
除
く
〉 

　
　
　
　
　
　
　
等
の
削
減 

 

税
源
移
譲 

2,051

ま
ち
づ
く
り 

交
付
金 

1,330

事
業
量
の
減 

   〈
財
源
手
当
の 

　
必
要
な
し
〉 

 

税
源
移
譲 

930

2,344 2,3093,281 4,527

5,625 10,300程度 

｛
 

自動車重量譲与税 

930

税源移譲予定特例交付金 所得譲与税 

4,249　　　＋　　　2,309　　＝　計　6,558
Ｈ15 Ｈ16

Ｈ16Ｈ15

 

 

 

｛ 1,000程度 

公
立
保
育
所
運
営
費 

法
施
行
事
務
費
等
に
係
る 

補
助
負
担
金 

 

〈
一
般
財
源
化
〉 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金 

〈
退
職
手
当
・
児
童
手
当
〉 

 

　
　
〈
暫
定
的
一
般
財
源
化
〉 

2,440

一般財源として措置　　4,507

財源措置　　5,837

 

税
源
移
譲 

2,198

 

税
源
移
譲 

予
定 

2,309

地方財政計画には所要経費全額
（国費6,079億円及びその地方
負担額）を計上 ｝ 

（億円） 

（3,197） （1,330） 

資料1 国庫補助負担金改革のイメージ（概数）
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お
わ
り
に 

�

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
税
源
移
譲
に
関
し
て
は
、現
在
、

国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
と
併

せ
、国
及
び
地
方
を
含
め
て
侃
々
諤
々

の
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
の

自
主
性
及
び
主
体
性
を
高
め
、
地
域

の
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、そ
の

内
容
を
十
分
に
吟
味
し
議
論
を
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
年
四
月
に
は
、
国
庫
補
助
負
担

金
の
廃
止
・
縮
減
に
当
た
っ
て
は
、「
税

源
移
譲
を
先
行
決
定
す
べ
し
」と
す
る

総
務
大
臣
の
見
解
も
出
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
骨
太
方
針
二
〇
〇
四
に

基
づ
き
、
税
源
移
譲
の
規
模
は
概
ね

三
兆
円
と
し
、
税
の
応
益
性
や
偏
在

度
の
縮
小
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
個
人

住
民
税
所
得
割
の
税
率
を
一
〇
％
に

フ
ラ
ッ
ト
化
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。（
資
料
３
参
照
）

し
か
し
、
税
源
移
譲
は
決
し
て
国

の
歳
出
削
減
の
手
段
と
し
て
、
地
方

に
負
担
を
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
ま
た
、
税
源
移
譲
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
却
っ
て
地
域
間

の
税
収
格
差
や
財
政
力
の
差
が
広
が

やまなし 

集 
特 

資料2 平成16年度普通交付税の交付決定額等

個人住民税（所得割）の１０％比例税率化により、約３兆円規模の税源移譲を実施。           

（出典）　地方分権推進のための「地方税財政改革」　（「三位一体の改革」について） 
                         　　　   平成 １６年 ４月 ２６日　　　総務大臣　麻生　太郎 　　　　

〈イメージ〉 

引
上
げ 

所得税→個人住民税 

引
下
げ 

個人住民税→所得税 

13％ 

10％ 

5％ 

課税標準
段階 

0万円 200万円 700万円 0万円 200万円 700万円 

※　これに伴う納税者負担の調整等のため、所得税（国税）においても、所要の制度改正を実施。      

 
現行 比例税率化 

区　分 平成16年度 平成15年度 増減額 増減率
県　　　分 129,462,013 138,932,487 △9,470,474 △6.8
市 町 村 分 71,311,306 73,910,525 △2,599,219 △3.5

計 200,773,319 212,843,012 △12,069,693 △5.7

全国総額
△7.1
△5.7
△6.6

区　分 平成16年度 平成15年度 増減額 増減率
県　　　分 28,610,101 39,791,120 △11,181,019 △28.1
市 町 村 分 17,169,831 24,306,544 △7,136,713 △29.4

計 45,779,932 64,097,664 △18,317,732 △28.6

全国総額
△28.6
△28.8
△28.7

区　分 平成16年度 平成15年度 増減額 増減率
県　　　分 158,072,114 178,723,607 △20,651,493 △11.6
市 町 村 分 88,481,137 98,217,069 △9,735,932 △9.9

計 246,553,251 276,940,676 △30,387,425 △11.0

全国総額
△12.1
△12.4
△12.2

1 普通交付税額

2 臨時財政対策債

3 普通交付税額＋臨時財政対策債

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

資料3 税源移譲

地
域
の
真
の
自
立
を
図
る
た
め
、

国
に
よ
る
過
度
の
関
与
を
排
し
、
地

方
の
主
体
的
な
決
定
と
創
意
工
夫
を

生
み
出
す
た
め
に
は
、「
三
位
一
体
の

改
革
」の
実
現
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、
自
ら
の
力
で
地
域
を
創
り

上
げ
る
と
い
う
地
方
主
権
を
確
立
す

る
た
め
に
も
、
こ
の
改
革
に
対
し
て
、

地
方
が
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
は
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
す
。

今
回
、
国
か
ら
要
請
さ
れ
た
国
庫

補
助
負
担
金
改
革
の
具
体
案
の
取
り

ま
と
め
は
、
地
方
の
真
の
自
立
を
目

指
す
地
方
団
体
に
課
さ
れ
た
試
金
石

と
も
い
え
ま
す
が
、
全
国
知
事
会
を

は
じ
め
地
方
団
体
に
よ
る
精
力
的
な

意
見
調
整
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
三
位
一
体
の
改
革
に
適
切
に
反
映

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
も
然
り
で

す
。
骨
太
方
針
二
〇
〇
四
に
お
い
て

も
、
地
方
分
権
を
推
進
し
、
地
域
の

再
生
あ
る
い
は
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
住
民
に
身
近
な
自
治
体
で
あ

る
市
町
村
の
行
財
政
基
盤
を
強
化
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
町
村

合
併
を
引
き
続
き
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
住
民
と
市
町
村
が
一
体

と
な
り
、
身
近
な
行
政
の
在
る
べ
き

姿
を
真
剣
に
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
位
一
体
の
改
革
の
成
否
は
、
地

方
団
体
が
、
改
革
の
早
い
段
階
か
ら

明
確
な
意
思
表
示
を
行
い
、
改
革
に

実
質
的
に
関
与
し
て
い
く
と
と
も

に
、
こ
の
改
革
が
概
ね
完
了
し
た
時

点
で
、
い
か
に
確
固
た
る
信
念
を
も

っ
て
、
地
方
主
権
の
本
分
で
あ
る

「
自
己
責
任
に
よ
る
自
己
決
定
権
」

を
行
使
で
き
る
か
ど
う
か
に
掛
か
っ

て
い
ま
す
。

改
革
の
ゆ
く
え
は
、
地
方
が
自
ら

切
り
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま

さ
に
茨
の
道
で
す
が
、
ま
た
地
域
の

真
の
自
立
へ
と
通
じ
る
希
望
の
扉
で

も
あ
り
ま
す
。

る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
も
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
交
付

税
の
改
革
の
中
で
は
、『
財
源
調
整

機
能
の
強
化
』
の
必
要
性
も
謳
わ
れ

て
い
ま
す
が
、『
交
付
税
総
額
の
抑

制
』
と
い
う
二
律
背
反
的
な
課
題
を

同
時
に
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
こ
ろ
に
そ
の
難
し
さ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
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我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
全
体
と

し
て
は
景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
て

い
る
も
の
の
、
地
域
の
産
業
構
成
や

輸
出
競
争
力
の
違
い
な
ど
を
背
景
に

し
て
、
そ
の
回
復
の
状
況
に
は
大
き

な
地
域
差
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。
特
に
、
大
都
市
部
と
異
な
り
地

方
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
着
実
に

景
気
が
回
復
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
済
活
動
の
国
際
化
や
少

子
高
齢
化
な
ど
の
構
造
変
化
も
進
ん

で
お
り
、
地
域
へ
の
影
響
も
無
視
で

き
ま
せ
ん
。
高
齢
化
が
進
み
、
既
に

人
口
が
減
少
に
転
じ
て
い
る
地
域
も

あ
り
、
さ
ら
に
、
海
外
へ
の
生
産
移

転
や
公
共
投
資
の
縮
減
等
に
よ
り
、

関
連
産
業
か
ら
の
離
職
者
の
増
加
も

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変

化
の
結
果
、
地
域
経
済
は
、
地
域
産

業
の
衰
退
、
こ
れ
に
よ
る
雇
用
悪
化

の
懸
念
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
等
、

深
刻
な
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
構

造
改
革
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。そ

の
一
方
で
、
社
会
の
成
熟
化
、

環
境
重
視
へ
の
価
値
観
の
変
化
等
に

伴
い
、
例
え
ば
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
、
味
覚
や
風
土
を
再
発
見
す
る
観

光
や
、
食
の
安
全
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

に
対
応
し
た
産
地
直
送
販
売
等
、
地

域
の
良
さ
や
個
性
を
最
大
限
に
活
か

し
た
取
り
組
み
で
成
果
を
あ
げ
て
い

る
事
例
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
情
報
通

信
網
や
各
種
基
盤
整
備
に
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
他
に
ま
ね
の
で
き
な
い
独

自
の
優
れ
た
技
術
力
等
を
活
か
し

て
、
地
域
に
根
ざ
し
つ
つ
新
た
な
可

能
性
を
切
り
開
い
て
い
る
企
業
活
動

も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
み
ま
す
と
、
地

域
の
持
つ
可
能
性
や
潜
在
力
に
着
目

し
て
、
今
日
、
地
域
が
直
面
す
る

様
々
な
課
題
の
解
決
に
結
び
つ
け
て

い
く
よ
う
な
「
プ
ラ
ス
思
考
の
構
造

は
じ
め
に

 

�

県
政
策
秘
書
室 

手
塚
　
伸 
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�
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�
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特集 

3

地
域
再
生
制
度

地
域
再
生
制
度
と
本
県

と
本
県
の
取
組
状
況

取
組
状
況
に
つ
い
て 
地
域
再
生
制
度
と
本
県
の
取
組
状
況
に
つ
い
て 
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地
域
再
生
計
画
と 

構
造
改
革
特
別
区
域
制
度 

�

やまなし 

集 
特 

改
革
」
を
地
域
か
ら
推
進
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
一
方
、
多
く
の
地
域
に

お
い
て
、
人
材
、
制
度
、
資
金
な
ど

様
々
な
制
約
に
直
面
し
、
地
域
再
生

へ
の
道
筋
を
見
い
だ
せ
ず
苦
悩
し
て

い
ま
す
。

地
域
の
多
様
な
発
展
が
あ
っ
て
こ

そ
国
全
体
の
発
展
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
可
能
性
や

潜
在
力
が
開
花
す
る
こ
と
に
よ
る
地

域
の
真
の
自
立
と
再
生
を
目
指
し

て
、
昨
年
十
月
二
十
四
日
、
国
は
地

域
再
生
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
本
年
二
月
二
十
七
日
に
は
、

「
地
域
再
生
推
進
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
」（
以
下
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
う
。）
を
策
定
し
、
各
種
の
制
度

改
革
や
支
援
施
策
を
国
と
地
方
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
地
域
雇
用
の

創
造
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
地
域
再
生
制
度

と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。
制
度
の
内
容
を
明
ら
か

に
す
る
前
に
、
構
造
改
革
特
別
区
域

制
度
（
以
下
「
特
区
制
度
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
若
干
説
明
し
ま
す
。

特
区
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の

第
十
四
号
（
昨
年
十
一
月
発
行
）
で

説
明
し
ま
し
た
が
、「
民
間
に
で
き

る
こ
と
は
民
間
に
」、「
地
方
に
で
き

る
こ
と
は
地
方
に
」
の
方
針
の
下
、

地
域
の
発
展
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て

い
る
国
の
様
々
な
規
制
に
つ
い
て
、

地
域
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
特
定

の
地
域
に
限
り
そ
の
規
制
を
緩
和

し
、
地
域
の
構
造
改
革
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
昨
年
四

月
に
特
区
制
度
を
活
用
し
、
農
業
生

産
法
人
以
外
の
民
間
会
社
が
、
農
地

を
賃
借
し
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
生
産

か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
ま
で
で
き
る
よ
う

な
「
ワ
イ
ン
産
業
振
興
特
区
」
が
認

定
さ
れ
、
現
在
、
二
社
が
こ
の
制
度

を
活
用
し
て
、
醸
造
用
ブ
ド
ウ
の
栽

培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
本
県
で
は
、
県
・
市

町
村
を
通
じ
て
、
六
つ
の
特
区
が
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
四

月
の
第
一
次
認
定
以
来
五
回
の
認
定

が
行
わ
れ
、
現
在
、
全
国
に
お
い
て

合
計
で
三
百
八
十
六
件
の
特
区
が
認

�

地
域
再
生
計
画
の 

特
徴 

�

定
さ
れ
、
活
発
な
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

特
区
制
度
は
、
次
の
二
点
で
こ
れ

ま
で
の
地
域
振
興
諸
制
度
と
は
大
き

く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

（
1
）
知
恵
と
工
夫
の
競
争
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、

①
国
が
あ
ら
か
じ
め
モ
デ
ル
を
示
す

の
で
は
な
く
、
自
立
し
た
地
方
が
お

互
い
に
競
争
し
て
い
く
中
で
経
済
社

会
活
力
を
引
き
出
し
て
い
け
る
よ
う

な
制
度
へ
発
想
を
転
換
し
た
。

②
規
制
は
全
国
一
律
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
規
制
を
認
め
る
と

い
う
考
え
方
に
転
換
し
た
。

（
2
）
自
助
と
自
立
の
精
神
の
尊
重

を
図
る
た
め
、

①
特
例
措
置
の
導
入
に
よ
っ
て
、
構

造
改
革
特
区
内
外
に
お
い
て
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
弊
害
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置
は
、
地
方
自
治
体
が
主

体
的
に
対
応
す
る
。

②
従
来
型
の
財
政
措
置
は
講
じ
な
い

こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
新
し
い
視
点
を
有
し
た

特
区
制
度
は
、
地
域
活
性
化
に
大
き

く
役
立
っ
て
お
り
、
本
県
で
も
、
地

域
主
体
の
新
し
い
動
き
が
数
多
く
生

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
ス
タ
ー
ト
し

た
地
域
再
生
制
度
に
お
い
て
も
、
特

区
制
度
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
地
域

の
自
立
の
精
神
と
活
性
化
の
芽
を
更

に
大
き
く
育
て
て
い
く
た
め
に
、
で

き
る
だ
け
現
場
に
近
い
意
欲
あ
る
地

方
自
治
体
が
、
住
民
や
民
間
事
業
者

な
ど
の
地
域
の
構
成
員
と
一
丸
と
な

っ
て
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ

主
体
的
か
つ
計
画
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

構
造
改
革
特
区
は
、
新
し
い
切
り

口
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
を
進
め
る

た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
推
進
の
過
程
で

課
題
も
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

特
区
制
度
は
、
で
き
る
限
り
幅
広
く

規
制
の
緩
和
を
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
が
、
一
部
の
分
野
に
つ
い
て
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地
域
再
生
推
進
本
部
は
、「
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、

平
成
十
六
年
一
月
上
旬
に
、
全
国
か

ら
地
域
再
生
の
た
め
の
提
案
募
集
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
全
国
の

三
百
九
十
二
の
主
体
か
ら
六
百
七
十

三
件
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
内
容
を

検
討
し
た
結
果
、
地
域
限
定
の
支
援

措
置
二
十
三
本
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の

支
援
措
置
百
十
八
本
を
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
概

要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

は
対
象
と
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

そ
の
う
ち
特
に
重
要
な
も
の
は
、
国

と
地
方
、
あ
る
い
は
行
政
と
民
間
と

の
間
の
権
限
の
あ
り
方
と
補
助
金
等

に
係
る
財
源
調
整
や
仕
組
み
の
改
正

の
問
題
で
し
た
。

し
か
し
、
地
域
再
生
の
足
取
り
を

確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
ど

う
し
て
も
こ
の
二
点
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
再
生
制

度
は
、
構
造
改
革
特
区
の
思
想
を
受

け
継
ぎ
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
点
に

工
夫
を
凝
ら
し
、
地
域
に
お
け
る
有

形
・
無
形
の
資
源
が
有
効
に
活
用
さ

れ
る
状
況
を
作
り
出
す
と
と
も
に
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等

の
要
素
が
有
機
的
に
結
び
つ
き
付
加

価
値
を
生
み
出
す
「
好
循
環
」
を
地

域
に
根
ざ
し
た
形
で
実
現
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
区
同
様
、
個
人
、
民
間

事
業
者
、
N
P
O
、
地
方
自
治
体
な

ど
、
ど
な
た
で
も
地
域
再
生
の
た
め

の
提
案
が
で
き
る
と
と
も
に
、
内
閣

官
房
地
域
再
生
推
進
室
が
窓
口
と
な

り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
関
係
省
庁
と

の
調
整
を
行
い
、
必
要
な
支
援
措
置

を
講
じ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

地
域
再
生
計
画
の 

内
容 

項　目 主　な　内　容 例　　　示 

 

補助対象施設等
の有効活用 

行政ニーズが著しく減少した場合、有効活用の
ために転用を弾力的に容認、また、増改築に際し
てリニューアル債を措置 

廃校を、NPO法人や民間企業等による都市
農村交流事業の拠点として活用 

地域主導による公
物管理の実現 

国・県管理の道路・河川について、市町村主導で
柔軟な占用が可能に 

河川敷地でのカヌー・レガッタ大会等の開
催や各種路上イベントの開催 

アウトソーシング
の促進 

行政サービス等について、アウトソーシング
により潜在的ニーズを民間の創意工夫で顕在
化させ、新たなビジネス、雇用の機会を創出 

河川・道路・公営住宅等における指定管理者制
度の活用、都市公園施設の民間事業者等によ
る管理 

地域再生雇用支援
ネットワーク事業
の創設 

自ら主体的に地域再生に取り組む市町村等を
雇用面から総合的に支援 

地域のワンストップ相談窓口で、企業や創
業者が求める人材を確保するためのハロー
ワークや助成金の活用方策などをアドバイ
ス 

地域再生に関する
ノウハウ等の支援
窓口の設置 

地域の問題解決に向け、構想段階からノウハ
ウ等を積極的に提供 

「地域再生伝道師」制度の導入（地域と国
との情報の相互発信の拠点の設置） 

地域の基幹産業の
再生 

建設業の経営革新や農林水産業の再生を促進、
中小企業の挑戦・再生を支援 

建設業の新分野進出を促進するための関係
省庁連携会議の開催 

地域観光の活性化
等 

「観光地活性化標識ガイドライン」の策定、
エコツーリズム関連モデル事業実施 

「エコツーリズム」の推進に向けた地域支
援 

地域再生実験の
推進 

地域特性を活かした先進的な「地域再生実
験」を積極的に推進 

農作物の残さ等を活用したメタン発酵等
によるエネルギー利用を促進 

支援施策の連携
・集中 

計画認定地域を重点的に支援するよう配慮
するなど施策を集中等 「まちづくり交付金」等の積極的活用等 

政策金融等の利
便性の向上 

事業者に対する円滑な資金供給を確保 日本政策投資銀行の融資の活用 



こ
れ
ら
の
支
援
措
置
に
基
づ
い

て
、
国
は
、
各
地
方
自
治
体
か
ら
認

定
申
請
を
受
け
付
け
、
本
年
六
月
十

五
日
に
、
第
一
回
の
地
域
再
生
計
画

の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

全
国
か
ら
申
請
さ
れ
た
様
々
な
分
野

の
地
域
再
生
計
画
二
百
十
四
件
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
下
図
の
と

お
り
で
す
。
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やまなし 

集 
特 

�

お
わ
り

に

 

�

第
一
次
認
定
の
内
容 

分　　野 計画数

住環境・コミュニティ再生 47

地場産業・中小企業活性化 18

産業再生・産学連携・雇用創出 37

都市農山漁村交流・農林水産・バイオマス 30 

観光・国際交流 61

文化・生涯学習 12 

生活福祉 9 

合　　計 214 

申請

主体名
地域再生計画の名称

山梨県
やまなしコミュニティビジネス

地域創造プラン

山梨県
「富士の国やまなし」

観光振興計画

山梨県 やまなし若者しごとプラン

山梨県

甲府市

「歴史と文化を感じさせる街」

～中心市街地活性化～

山梨市 “輝き”やまなしし創生計画

本
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
観
光
・

雇
用
創
出
な
ど
の
分
野
の
地
域
再
生

計
画
五
件
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
概
要
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
こ
の
六
月
に
は
、
地
域
再

生
に
関
す
る
第
二
次
提
案
募
集
を
行

い
、
全
国
か
ら
六
百
七
十
三
件
の
提

案
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら

も
、
民
間
企
業
を
含
む
十
一
の
団
体

か
ら
十
八
件
の
構
想
が
国
に
対
し
て

提
案
さ
れ
ま
し
た
。（
構
造
改
革
特

区
へ
の
提
案
を
含
む
。）
こ
れ
ら
の

提
案
を
基
に
、
更
に
支
援
措
置
が
充

実
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

�

本
県
の
取
組
状
況 

こ
れ
ま
で
の
地
域
振
興
制
度
は
、

国
が
モ
デ
ル
を
示
し
、
地
域
が
こ
れ
に

沿
っ
た
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
様
々
な
財
政
支
援
措
置
等
を
受
け

る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
地
域
再
生
計
画
や
構
造
改
革

特
区
で
は
、
地
域
の
創
意
と
工
夫
に

基
づ
き
地
域
発
の
構
想
を
作
成
し
、

そ
れ
ら
が
地
域
独
自
の
政
策
と
し
て

実
現
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
画
期

的
な
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
特
区
制
度
に
加
え
地
域
再

生
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

規
制
緩
和
と
支
援
措
置
の
双
方
が
活

用
で
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
創
意
・
工

夫
に
基
づ
く
質
の
高
い
構
想
が
実
現

性
の
高
い
地
域
政
策
を
創
り
だ
し
、

地
域
の
再
生
と
構
造
改
革
を
一
層
推

進
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

各
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
提

案
募
集
等
の
制
度
や
支
援
メ
ニュ
ー
を

活
用
し
、
積
極
的
に
地
域
再
生
に
関

す
る
構
想
を
練
り
上
げ
、
国
に
対
し

て
認
定
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
を
図
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

構
造
改
革
特
区
・
地
域
再
生
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
制
度
の
解
説
等
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
一
度
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
再

生
伝
道
師
を
配
置
し
皆
様
方
の
ご
相

談
に
対
応
す
る
態
勢
を
整
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
遠
慮
な
く
左
記
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

県
庁
政
策
秘
書
室
　

電
話
　
0
5
5
―
2
2
3
―
1
3
1
6

e-m
ail：
seisaku-

hs@
pref.yam

anashi.lg.jp
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一
人
の
女
性
が
一
生
の
う
ち
に
産

む
子
ど
も
の
数
と
さ
れ
て
い
る
合
計

特
殊
出
生
率
が
平
成
十
五
年
に
は

一
・
二
九(

本
県
一
・
三
七)

と
な

り
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
の
第
二
次

ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
以
降
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。（
図
表
一
）

ま
た
、
出
生
児
数
に
お
い
て
も
平

成
十
五
年
に
は
百
十
二
万
四
千
人
余

（
本
県
七
千
七
百
二
十
人
）
と
減
少

傾
向
に
あ
り
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
頃
の
約
半
数
ま
で
減
少
し
て
い

ま
す
。（
図
表
二
）

少
子
化
の
要
因
と
し
て
は
、
従
来

次
世
代
育
成
支
援

次
世
代
育
成
支
援
に
向
け
向
け
て 

  

神
宮
司 

易 
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
	�

県
児
童
家
庭
課 
次
世
代
育
成
支
援
に
向
け
て 

特集 

4
�

少
子
化
の
傾
向
と
影
響 

1.0

1.5

2.0

2.5

15年 14年 13年 12年 11年 10年 9年 8年 7年 6年 5年 4年 3年 2年 平成元年 63年 62年 60年 55年 50年 45年 昭和40年 

2.30
2.20

1.98

1.76
1.85 1.84

1.72
1.66

1.62
1.68 1.64 1.63

1.69
1.60 1.57

1.52 1.48 1.44 1.51
1.421.42 1.39 1.37

2.14 2.132.13

1.91

1.75 1.76
1.69 1.66

1.571.57
1.54 1.53 1.50 1.46 1.50 1.42 1.43 1.39 1.38 1.34 1.36 1.33 1.32 1.29

（人） 

7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

1000

1500

2000

15年 14年 13年 12年 11年 10年 9年 8年 7年 6年 5年 4年 3年 2年 平成元年 63年 62年 60年 55年 50年 45年 昭和40年 

（山梨県：千人） （全国：千人） 

全　国 

山梨県 

山梨県 

全　国 

合計特殊出生率の推移

出生児数の推移

図表一

図表二
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やまなし 

集 
特 

少
子
化
問
題
へ
の 

取
り
組
み 

�

少
子
化
へ
の
取
り
組
み
は
、
い
わ

ゆ
る
「
一
・
五
七
シ
ョ
ッ
ク
」（
平

成
元
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が
、
昭

和
四
十
一
年
の
ひ
の
え
う
ま
の
年
の

一
・
五
八
を
下
回
っ
た
こ
と
に
よ

る
）
か
ら
と
い
わ
れ
、
国
に
お
い
て

は「
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」

が
策
定
さ
れ
、
そ
の
取

り
組
み
が
始
ま
り
、
本

県
に
お
い
て
も
、
平
成

九
年
三
月
に
児
童
育
成

計
画
「
や
ま
な
し
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
推
進
し
て
き
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
取
り
組
み
は
一

定
の
評
価
を
得
な
が
ら

も
、
少
子
化
の
流
れ
に

歯
止
め
が
か
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た

め
、「
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
（
い
わ
ゆ
る

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
）」
が
中
心
で
あ
っ

た
従
来
の
取
り
組
み
に

加
え
、
も
う
一
段
の
少

子
化
対
策
を
推
進
す
る
「
少
子
化
対

策
プ
ラ
ス
ワ
ン
」が
平
成
十
四
年
九
月

に
ま
と
め
ら
れ
、
ま
た
、
平
成
十
五

年
三
月
に
は
、「
次
世
代
育
成
支
援
に

関
す
る
当
面
の
取
組
方
針
」
が
示
さ

れ
ま
し
た
。（
図
表
四
）

か
ら
晩
婚
化
、
未
婚
化
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
十
四
年
に
公
表

さ
れ
た
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」

で
は
、「
夫
婦
の
出
生
力
そ
の
も
の

の
低
下
」
が
新
た
に
明
ら
か
に
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
少
子
化

が
進
行
す
る
と
、
日
本
の
人
口
は
、

平
成
十
八
年
を
ピ
ー
ク
に
、
二
十
一

世
紀
末
に
は
、
現
在
の
人
口
が
半
減

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図

表
三
）

こ
の
よ
う
な
急
速
な
少
子
化
の
進

行
は
、
日
本
の
社
会
経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

労
働
力
人
口
の
減
少
に
よ
る
経
済

成
長
率
の
低
下
や
年
金
等
社
会
保
障

分
野
に
お
け
る
現
役
世
代
の
負
担

増
、
ま
た
、
同
年
齢
や
異
年
齢
の
子

ど
も
同
士
の
交
流
の
減
少
や
過
保
護

化
な
ど
に
よ
る
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
な
ど
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

○晩婚化・未婚化の進行 

25～29歳の未婚率 

 

 

50～54歳の未婚率 

 

 

平均初婚年齢の上昇 

男性　48.3％　　→　69.3％ 
女性　20.9％　　→　54.0％ 
　　　（昭和50年）　　   （平成12年） 
 

男性　  1.8％　　→　 10.1％ 
女性　  3.8％　　→　   5.3％ 
　　　（昭和50年）　　   （平成12年） 
 

男性　27.0歳　　→　28.8歳 
女性　24.7歳　　→　27.0歳 
　　　（昭和50年）　　   （平成12年） 

○夫婦出生力の低下 

　平成2年（1990年代）以降 
　平均出生子ども数が減少 

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2002年 1997年 1992年 1987年 1982年 1977年 

2.16 2.16 2.14 2.15 2.06

1.901.99 1.99 1.98 1.76
1.61

1.52

1.36 1.28 1.32
1.09

0.95
0.96

平
均
出
生
子
ど
も
数
（
人
） 

35歳～39歳 
30歳～34歳 
25歳～29歳 

少 子 化 が 一 層 進 行  

○　平成18年（2006年）をピークに総人口が減少 

○　21世紀末には人口が半減 

　　1億2,693万人（2000年）→1億59万人（2050年）→6,414万人（2100年） 

○　2050年には出生児数が半減120万人（2000年）→67万人（2050年） 

少子化の要因と人口減少社会の到来 

図表三

目的・基本的な考え方 

○　「夫婦の出生力の低下」という新たな現象と急速な少子化の進行を踏まえ、少子
　化の流れを変えるため、従来の取組に加え、もう一段の対策を推進することが必要。 

○　このため、政府として「次世代育成支援に関する当面の取組方針」を策定。 
○　政府・地方公共団体・企業等が一体となって、国の基本政策として次世代育成支援 
　を進め、家庭や地域社会における「子育て機能の再生」を実現。 

男性を含めた 
働き方の見直し 

地域における 
子育て支援 

社会保障における 
次世代支援 

子供の社会性の 
向上や自立の促進 

次世代育成支援に関する当面の取組方針 

少子化対策推進基本方針（平成11年12月） 

仕事と子育ての 
両立支援 

〈待機児童ゼロ作戦〉 

図表四
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す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
視
点

と
し
て
、

①
子
ど
も
の
視
点

②
次
代
の
親
づ
く
り
と
い
う
視
点

③
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
視
点

④
社
会
全
体
に
よ
る
支
援
の
視
点

⑤
す
べ
て
の
子
ど
も
と
家
庭
へ
の

支
援
の
視
点

⑥
地
域
に
お
け
る
社
会
資
源
の
効

果
的
な
活
用
の
視
点

⑦
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
視
点

⑧
地
域
特
性
の
視
点

に
立
っ
て
、

施
策
の
内
容
と
し
て
は
、

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

②
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
等

の
健
康
の
確
保
及
び
増
進

③
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成

長
に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

④
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境

の
整
備

⑤
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両

立
の
推
進

⑥
子
ど
も
等
の
安
全
の
確
保

⑦
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き

め
細
か
な
取
組
の
推
進

へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

二
　
一
般
事
業
主
行
動
計
画

常
用
雇
用
者
三
百
人
を
超
え
る
企

業
に
は
義
務
と
し
て
、
三
百
人
以
下

の
企
業
に
は
努
力
義
務
と
し
て
行
動

計
画
の
策
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

基
本
的
な
視
点
と
し
て
は
、

①
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

取
組
の
視
点

②
企
業
全
体
で
の
取
組
の
視
点

③
企
業
の
実
情
を
踏
ま
え
た
取
組

の
視
点

④
社
会
全
体
に
よ
る
支
援
の
視
点

等
に
立
っ
て
、

行
動
計
画
の
内
容
と
し
て
は
、

①
子
育
て
を
行
う
労
働
者
等
の
職

業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
の
雇
用
環
境

の
整
備

②
働
き
方
の
見
直
し
に
資
す
る
多

様
な
労
働
条
件
の
整
備

③
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

等
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

三
　
特
定
事
業
主
行
動
計
画

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に

も
雇
用
者
と
い
う
立
場
で
行
動
計
画

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
基
本
的
な
視
点
と
し
て
は
、

①
職
員
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
取

組
の
視
点

②
機
関
全
体
で
の
取
組
の
視
点

③
各
機
関
の
実
情
を
踏
ま
え
た
取

組
の
視
点

④
社
会
全
体
に
よ
る
支
援
の
視
点

次
世
代
育
成
支
援
対
策 

推
進
法
の
成
立 

�

こ
の
取
組
方
針
を
受
け
て
、
平
成

十
五
年
七
月
、「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
推
進
法
（
以
下
「
次
世
代
法
」
と

い
う
。）」
が
制
定
さ
れ
、
国
、
地
方

公
共
団
体
及
び
企
業
が
一
体
と
な
り
、

国
が
定
め
る
「
行
動
計
画
策
定
指
針

（
以
下
「
策
定
指
針
」
と
い
う
。）」
に

基
づ
き
平
成
十
六
年
度
に
行
動
計
画

を
策
定
し
、
平
成
十
七
年
度
を
初
年

度
と
す
る
十
年
間
に
次
世
代
育
成
支

援
対
策
を
集
中
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
図
表
五
）

次
世
代
法
で
は

「
次
世
代
育
成
支
援

対
策
は
、
父
母
そ
の

他
の
保
護
者
が
子
育

て
に
つ
い
て
の
第
一

義
的
責
任
を
有
す
る

と
い
う
基
本
的
認
識

の
下
に
、
家
庭
そ
の

他
の
場
に
お
い
て
、

子
育
て
の
意
義
に
つ

い
て
の
理
解
が
深
め

ら
れ
、
か
つ
、
子
育

て
に
伴
う
喜
び
が
実

感
さ
れ
る
よ
う
に
配

慮
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

旨
を
基
本
理
念
と
し
、
ま
た
、
行
動

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
①
多
様

な
家
庭
等
の
状
況
に
対
応
で
き
る
総

合
性
　
②
具
体
性
の
確
保
　
③
計
画

策
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
　
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
市
町
村
・
県
行
動
計
画

市
町
村
・
県
が
行
動
計
画
を
策
定

地方公共団体行動計画の策定 

①市町村行動計画 

②都道府県行動計画 

→　地域住民の意見の反映、計画の 

　　内容・実施状況の公表　等 

事業主等行動計画の策定 

次世代育成支援対策推進法 
〈平成17年度から10年間の時限立法〉 

①一般事業主行動計画（企業等） 
 
 
 
②特定事業主行動計画（国・地方公共団体） 

＊大企業（301人以上）：義務付け 
＊中小企業（300人以下）：努力義務 
＊特に対策を推進している事業主の認定 
 
＊策定・公表 

行動計画策定指針 
○国において地方公共団体及び事業主が行動計画を策定する際の指針を策定 

次世代育成支援対策地域協議会 

・都道府県、市町村、事業主、 

　社会福祉・教育関係者等が組織。 

次世代育成支援対策推進センター 

・経済団体による情報提供、相談

　等の実施。 

施策・取組への協力等 策定支援等 

図表五



YAMANASHI JICHInoKAZE 2004/09#16023

やまなし 

集 
特 

等
に
立
っ
て
、

施
策
の
内
容
と
し
て
は
、

①
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事

項

②
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

等
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

一
　
県
行
動
計
画
へ
の

取
り
組
み

県
に
お
い
て
は
、
次
世
代
法
の
成

立
以
降
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に

全
庁
的
に
取
り
組
む
た
め
に
、
平
成

十
五
年
度
に
は
、
知
事
を
本
部
長
と

す
る
「
山
梨
県
少
子
化
対
策
推
進
本

部
」、
全
庁
に
わ
た
る
関
係
各
課
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
次
世
代
育
成
支

援
の
た
め
の
庁
内
連
絡
会
議
」
及
び

有
識
者
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
代

表
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
次
世
代

育
成
支
援
の
た
め
の
懇
話
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
次
世
代
法
の
趣
旨
及
び

策
定
指
針
を
踏
ま
え
、
市
町
村
行
動

計
画
策
定
に
あ
た
り
、

①
地
域
特
性
を
活
か
し
た
行
動
計

画
を
策
定
す
る
　

②
県
行
動
計
画
と
市
町
村
行
動
計

画
の
整
合
性
を
図
る

③
市
町
村
行
動
計
画
の
参
考
と
す

る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
次
世
代
育

成
支
援
地
域
行
動
計
画
策
定
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）」
を
三
月
に
策

定
し
、
市
町
村
に
お
示
し
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
策
定

指
針
の
考
え
方
を
明
示
す
る
と
と
も

に
、
策
定
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

と
し
て
、

①
策
定
手
順

②
関
係
者
と
の
連
携

③
住
民
参
加
と
情
報
公
開

④
行
動
計
画
の
実
施
状
況
の
点
検

及
び
推
進
体
制

⑤
他
の
計
画
と
の
調
和

⑥
地
域
協
議
会
の
活
用

を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
施
策
の
方
向
と
し
て

①
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す

る
支
援

②
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

③
母
子
の
健
康
の
確
保
、
相
談
体

制
の
充
実

④
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実
と
食

育
の
推
進

⑤
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
学
校
教

育
の
推
進

⑥
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

⑦
家
庭
、
地
域
に
お
け
る
養
育
機

能
の
向
上

⑧
妊
産
婦
や
子
ど
も
連
れ
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り

⑨
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

⑩
防
犯
・
交
通
安
全
教
育
の
推
進

⑪
子
ど
も
の
権
利
保
障
の
た
め
の

支
援
の
推
進

の
十
一
項
目
を
示
す
と
と
も
に
、
補

助
事
業
等
の
具
体
的
な
県
の
支
援
策

を
示
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
度
は
、
県
行
動
計
画

（
計
画
期
間
　
平
成
十
七
年
度
〜
平

成
二
十
一
年
度
）の
策
定
に
向
け
、
庁

内
連
絡
会
議
等
を
開
催
し
、
具
体
的

な
事
業
の
取
り
ま
と
め
や
各
種
団
体

等
と
の
意
見
交
換
を
行
い
課
題
等
を

整
理
す
る
中
で
、
施
策
の
検
討
を
行

い
、
実
効
性
の
あ
る
行
動
計
画
の
策

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

二
　
特
定
事
業
主
行
動

計
画
へ
の
取
り
組
み

県
の
各
機
関
に
お
い
て
も
具
体
的

な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
知
事

部
局
に
お
い
て
は
、
庁
内
検
討
会
議

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
職
員
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

行
動
計
画
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
、
警

察
本
部
を
は
じ
め
そ
の
他
の
機
関
に

お
い
て
も
、
行
動
計
画
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
に
は
、

県
、
市
町
村
、
企
業
や
地
域
を
は
じ

め
と
す
る
多
く
の
関
係
者
が
、
こ
の

取
り
組
み
の
必
要
性
を
理
解
し
、
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

各
市
町
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
行

動
計
画
策
定
に
向
け
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
が
、
子
育
て
当
事
者
や
地

域
住
民
の
意
見
を
聞
く
中
で
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の

あ
る
行
動
計
画
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

県
に
お
け
る
取
り
組
み 

�

お
わ
り
に 

�
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出
揃
う
こ
と
に
な
っ
た
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
中
巨
摩
郡
竜
王
町
、
同
郡
敷
島
町
と

北
巨
摩
郡
双
葉
町
は
、
九
月
一
日
に
合
併
し

新
た
に「
甲
斐
市
」と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

い
わ
ば「
戦
国
の
猛
将（
名
将
）甲
斐
の
国

武
田
信
玄
」の
時
代
か
ら
全
国
に
そ
の
名
を

轟
か
せ
た
旧
国
の
名「
甲
斐
」を
採
用
し
た
も

の
で
す
。
一
般
的
に
新
市
の
名
称
の
決
定
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
地

理
的
特
性
、
名
称
の
知
名
度
・
定
着
度
な
ど

住
民
の
一
体
性
を
醸
成
し
や
す
く
、
ま
た
対

外
的
に
も
覚
え
ら
れ
や
す
い
点
か
ら
選
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の「
甲
斐
市
」の

名
称
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
竜
王
・
敷
島
・
双

葉
の
名
称
は
使
用
し
な
い
」
と
の
制
限
を
設

け
、
三
町
及
び
三
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々

に
募
集
し
た
と
こ
ろ
三
千
九
百
六
十
六
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
最
終
的

に
①
山
梨
を
代
表
す
る
、
ま
た
は
、
リ
ー
ダ
ー

的
な
市
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
②
歴
史
的
に
有
名

な
名
称
で
あ
り
昔
か
ら
甲
斐
の
国
と
し
て
広

く
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
県
の
中
央
部
に
位

置
す
る
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
。
な
ど
の
理
由

か
ら
こ
の「
甲
斐
市
」が
新
市
の
名
称
に
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
に
は
こ
の
甲
斐
市

の
よ
う
に
旧
国
名
を
市
の
名
称
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
加
賀
市（
石
川
県
）、
伊
勢
市（
三
重

県
）、
出
雲
市（
島
根
県
）、
筑
後
市（
福
岡
県
）

な
ど
多
数
あ
り
ま
す
。
今
後
は
甲
斐
市
が
そ

の
選
考
理
由
の
と
お
り
、
天
下
に
冠
た
る
活

力
あ
ふ
れ
る
市
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。さ

て
、
甲
斐
市
誕
生
ま
で
の
歩
み
を
少
し

振
り
返
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
発
端
は

市
町
村
の
枠
組
み
を
超
え
た
取
り
組
み
が
本

格
化
し
始
め
た
平
成
三
年
に
三
町
の
共
同
事

業
と
し
て
「
双
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
期

成
同
盟
会
」を
設
置
し
、
中
央
自
動
車
道
を
活

用
し
て
共
に
発
展
し
よ
う
と
し
た
の
が
始
ま

り
で
し
た
。
そ
の
後
こ
う
し
た
精
神
が
竜
王

駅
周
辺
整
備
事
業
構
想
や
火
葬
場
の
建
設
に

発
展
し
、
協
力
体
制
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
こ

う
し
た
共
通
の
課
題
に
連
携
し
て
取
り
組
む

な
か
で
合
併
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
め
ら
れ
、

平
成
十
四
年
四
月
に「
竜
王
町
・
敷
島
町
・
双

葉
町
合
併
協
議
会
」が
発
足
し
ま
し
た
。

合
併
協
議
会
に
お
い
て
の
議
論
の
経
過
は

概
ね
次
の
と
お
り
で
す
。
ま
ず
、
三
町
の
係
長

ク
ラ
ス
で
構
成
す
る
二
十
の
分
科
会
（
四
十

班
に
細
分
）に
お
い
て
三
町
の
事
務
事
業
の
課

題
や
相
違
点
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
こ
う
し
た

点
の
す
り
あ
わ
せ
を
行
う
中
で
、
調
整
困
難

な
も
の
等
に
つ
い
て
各
課
長
等
で
構
成
す
る
、

総
務
・
企
画
・
議
会
、
産
業
・
経
済
、
建
設
、

住
民
、
教
育
の
五
つ
の
専
門
部
会
に
お
い
て
判

断
し
決
定
す
る
。
さ
ら
に
、
重
要
な
案
件
、
専

門
部
会
に
お
い
て
な
お
調
整
が
整
わ
な
い
案

件
に
つ
い
て
は
、
三
町
の
総
務
・
企
画
・
財
政

の
担
当
課
長
で
構
成
す
る
幹
事
会
に
諮
り
、

最
終
的
に
は
三
町
長
に
報
告
・
協
議
を
し
た

上
で
合
併
協
議
会
の
三
つ
の
小
委
員
会
に
事

務
局
案
と
し
て
提
案
し
了
承
し
て
い
た
だ
く

と
い
っ
た
手
法
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
最
終
決
定
に
つ
い
て
は
小
委
員
会
を
は
じ

め
と
す
る
合
併
協
議
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
事
務
局
案
は
あ
く
ま
で
協
議

会
に
お
け
る
最
終
判
断
を
よ
り
円
滑
に
導
く

た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、
負
担
は
低
く
」。
合

併
時
の
合
言
葉
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
こ

の
考
え
は
、
進
む
べ
き
方
向
と
し
て
は
正
し
く

ま
た
高
邁
な
理
想
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

合
併
時
に
こ
れ
の
み
に
捕
わ
れ
て
い
る
と
近

い
将
来
大
変
な
こ
と
に
な
る
こ
と
は
火
を
見

る
よ
り
明
ら
か
で
す
。

市
民
に
対
し
多
く
の
補
助
制
度
を
創
設
す

る
反
面
、
税
金
や
使
用
料
な
ど
を
低
く
す
る

こ
と
は
一
面
で
は
こ
の
考
え
方
に
合
致
し
て

◎
「
甲
斐
市
」
の
由
来

◎
合
併
ま
で
の
歩
み

全
国
の
由
緒
あ
る
古
い
地
名
は
、
人
が
あ

る
土
地
に
往
来
し
住
み
着
き
始
め
た
遠
い
昔

に
そ
の
起
源
を
も
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
あ
る
書
き
物
で
は
、
我
が
国
の
旧
国
は
、

古
代
に
発
生
し
た
地
方
小
国
家
が
大
和
朝
廷

の
国
家
統
一
に
際
し
て
再
編
成
さ
れ
た
も
の

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
数
は
奈
良
時
代

ま
で
に
既
に
五
十
八
国
三
島
と
な
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
現
在
の
よ
う
に
分
置
や
併

合
が
行
わ
れ
明
治
時
代
ま
で
の
間
に
旧
国
が
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い
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

こ
う
し
た
こ
と
よ
り
も
住
民

が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
う
る
よ
う
な
制
度
を

創
っ
て
い
く
こ
と
が
住
民
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
に
住
民
が
参
加
す
る
こ

と
を
負
担
と
感
じ
な
い
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く

こ
と
が
負
担
の
軽
減
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
点
も

考
え
な
が
ら
事
務
の
す
り
あ
わ
せ
に
あ
た

っ
て
は
日
々
議
論
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

合
併
は
、
万
事
相
思
相
愛
で
進
む
こ
と
が

ベ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
こ
れ
ま
で
各

町
が
長
年
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
制
度
を
多
少

な
り
と
も
変
更
す
る
こ
と
に
は
大
変
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
り
、
事
務
事
業
の
す
り

あ
わ
せ
に
お
い
て
は
、
時
に
は
不
本
意
な
が
ら

大
幅
な
譲
歩
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
と
き
に
は
、
や
は
り
互
助
の
精

神
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た「
今
」に
固
執
す
る

こ
と
な
く「
三
年
後
、
五
年
後
」を
展
望
し
な

が
ら
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
と
お
り
甲
斐
市
は
豊
か
な
自
然

環
境
を
有
し
た
魅
力
的
な
居
住
エ
リ
ア
と
し

て
、
県
内
屈
指
の
人
口
増
加
地
域
と
し
て
発

展
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
平
成
三
年
以
来
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
共
に
連
携
し
て
き
た
三

町
は
、
今
後
、「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る
生
活
快

適
都
市
」を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
掲

げ
、
一
層
の
住
民
福
祉
の
向
上
と
自
然
と
共

存
す
る
快
適
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

合
併
協
議
に
携
わ
っ
た
一
員
と
し
て
新
市

に
エ
ー
ル
を
送
る
と
い
う
こ
と
は
何
か
面
映
ゆ

い
思
い
が
し
ま
す
が
、
甲
斐
市
が
誕
生
し
た

今
、
心
か
ら
こ
う
し
た
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

最
後
に
こ
の
合
併
協
議
に
あ
た
っ
て
三
町

か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
、
寝
食
を
忘
れ
て

準
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
新
市
建

設
に
か
け
る
真
摯
な
姿
に
は
頭
が
下
が
る
思

い
で
一
杯
で
す
。
ま
さ
に「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
X
〜

甲
斐
市
建
設
に
賭
け
る
男
た
ち
〜
」を
見
る

思
い
で
す
。
こ
う
し
た
経
験
と
パ
ワ
ー
を
是
非

甲
斐
市
の
建
設
に
も
生
か
し
て
頂
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
九
月
十
三
日
、
下
部
町
、
中

富
町
及
び
身
延
町
が
合
併
し
、
新
た
に
「
身

延
町
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
少
子
化
・
高

齢
化
が
他
の
地
域
よ
り
進
ん
で
い
る
な
か
、

行
財
政
基
盤
の
強
化
を
い
か
に
し
て
図
っ
て

い
く
の
か
、
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
な
か

で
の
船
出
で
あ
り
ま
す
。

平
成
十
四
年
四
月
十
七
日
、
共
に
峡
南
衛

生
組
合
を
構
成
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
の
つ
な

が
り
も
深
い
三
町
は
、
任
意
合
併
協
議
会
を

設
置
し
、
ま
た
、
同
年
七
月
一
日
に
は
、
法
定

協
議
会
へ
移
行
し
て
、
時
代
に
対
応
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。協

議
会
に
は
、
総
務
・
企
画
・
議
会
小
委
員

会
、
産
業
・
経
済
・
建
設
小
委
員
会
、
住
民
・

教
育
小
委
員
会
の
三
つ
の
小
委
員
会
を
設
け
、

特
に
重
要
な
項
目
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
新
町

名
称
・
庁
舎
検
討
小
委
員
会
、
新
町
建
設
計

画
策
定
小
委
員
会
を
設
置
し
て
、
よ
り
専
門

的
に
よ
り
幅
広
く
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
協
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
小
委
員

会
に
お
い
て
方
向
性
や
調
整
方
針
を
検
討
し
、

そ
れ
を
全
体
の
協
議
会
に
諮
り
、
最
終
的
に

確
認
・
決
定
す
る
と
い
う
手
順
を
と
り
ま
し

た
。協

議
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
る
項
目（
合
併

協
定
項
目
）は
、「
合
併
の
方
式
」、「
合
併
の
期

日
」、「
新
町
の
名
称
」及
び「
新
町
の
事
務
所

の
位
置
」
の
い
わ
ゆ
る
基
本
四
項
目
を
は
じ

め
、
当
協
議
会
で
は
全
部
で
五
十
七
項
目
と

し
、
協
議
を
開
始
し
ま
し
た
。
三
町
に
と
っ
て

は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
一
つ
の
自
治
体
と
し
て

住
民
の
た
め
の
行
政
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

同
じ
業
務
を
行
う
に
も
、
異
な
る
や
り
方
を

し
て
い
る
こ
と
の
方
が
多
く
、
協
議
は
、
そ
れ

ら
を
一
本
化
し
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
大
変
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、
意
見
が
合
わ

ず
、
継
続
協
議
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◎
「
緑
と
活
力
あ
ふ
れ
る

生
活
快
適
都
市
『
甲
斐
市
』」

誕
生
に
よ
せ
て

◎
合
併
協
議
会
の
設
立

◎
合
併
協
定
項
目
の
協
議
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以
下
、い
く
つ
か
の
主
な
協
定
項
目
に
つ
い

て
、
当
協
議
会
で
の
協
議
の
状
況
を
記
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
設
（
対
等
）
合
併
と
す
る
の
か
、
編
入

（
吸
収
）
合
併
と
す
る
の
か
は
、
合
併
の
法

形
式
と
し
て
最
も
基
本
的
な
事
項
で
あ
り
、

そ
の
後
の
協
議
の
土
台
を
な
す
こ
と
か
ら
、

第
一
回
の
協
議
会
に
お
い
て
協
議
を
し
ま
し

た
。
合
併
の
方
式
は
、
選
択
の
仕
方
に
よ
っ

て
、
例
え
ば
、
町
長
や
議
員
の
身
分
や
任
期

な
ど
に
違
い
が
生
じ
る
た
め
、
協
議
会
で
は

そ
の
違
い
を
説
明
し
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、

意
見
も
分
か
れ
ず
、
新
設
合
併
と
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
。

協
議
項
目
の
な
か
で
、
住
民
に
と
っ
て
は

最
も
関
心
の
あ
る
項
目
の
一
つ
で
あ
り
、
そ

の
協
議
結
果
に
よ
っ
て
は
、
合
併
の
是
非
を

も
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、

新
町
の
名
称
を
決
め
る
方
法
を
ま
ず
は
し
っ

か
り
と
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り

ま
す
。
選
定
方
法
の
ル
ー
ル
さ
え
し
っ
か
り

し
て
お
け
ば
、
後
に
問
題
が
起
こ
っ
て
も
乗

り
切
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
当
協
議
会
に
お

い
て
は
、
既
存
の
市
町
村
名
も
含
め
て
全
国

募
集
を
行
い
（
応
募
数
一
万
九
千
件
）、
ル

ー
ル
に
基
づ
い
て
、
の
べ
十
九
作
品
に
絞
り
、

そ
れ
を
小
委
員
会
に
提
案
し
、
そ
こ
で
新
町

名
称
候
補
作
品
と
し
て
三
作
品
に
絞
り
込
み

ま
し
た
。
こ
の
三
作
品
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

三
町
の
住
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
参
考
に
し
て
協
議
会
に
お
い
て
「
身

延
町
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

本
庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
合
併
ま
で

に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
、
時
間
的

（
検
討
時
間
・
建
設
時
間
）
に
、
ま
た
、
財

政
的
に
も
困
難
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
三
町

の
庁
舎
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
三
町
の
庁
舎
の
状
況
を
比
較
し
、
住
民

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
検
討
し
、
当
分
の

間
、
暫
定
的
に
中
富
町
役
場
を
新
町
の
事
務

所
の
位
置
と
決
め
ま
し
た
。
将
来
に
つ
い
て

は
、
交
通
事
情
等
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
す

る
な
か
で
、
住
民
参
加
に
よ
る
審
議
会
の
設

置
な
ど
協
議
方
法
も
含
め
て
、
合
併
後
速
や

か
に
検
討
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

当
協
議
会
で
の
協
議
に
お
い
て
、
基
本
四

項
目
以
外
で
最
も
調
整
が
難
し
く
、
時
間
が

か
か
っ
た
項
目
で
あ
り
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
、
町
に
よ
っ
て
は
、
政
策
的
な
考
え
の
下

で
料
金
設
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
、
三
町
の
水
道
料
金
体
系
に
相
違
が
み
ら

れ
た
か
ら
で
す
。

二
つ
の
町
で
は
、
供
給
原
価
が
給
水
原
価

を
下
回
っ
て
お
り
、
経
営
面
か
ら
み
る
と
適

正
な
価
格
と
は
言
え
ず
、
も
う
一
つ
の
町
で

は
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
適
正

価
格
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
料
金
収
入
は
、

水
道
事
業
経
営
の
根
幹
を
成
す
も
の
で
あ

り
、
適
正
な
価
格
設
定
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
合
併
後
の
事
業
計
画
と
の
関
連
も
あ
り

ま
す
の
で
、
経
営
状
況
等
を
十
分
精
査
し
た

上
で
、
新
町
に
お
い
て
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、

段
階
的
（
二
段
階
程
度
）
に
料
金
の
見
直
し

を
行
い
、
統
一
的
な
料
金
体
系
を
構
築
す
る

こ
と
で
よ
う
や
く
調
整
が
は
か
ら
れ
ま
し

た
。
原
則
ど
お
り
独
立
採
算
性
を
と
る
こ
と

が
望
ま
し
い
こ
と
は
誰
も
が
わ
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
い
ま
ま
で
政
策
的
に
安
く
抑
え
て

き
た
水
道
料
金
を
一
挙
に
上
げ
る
こ
と
へ
の

警
戒
心
も
当
然
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
協
議

を
重
ね
る
な
か
で
、
水
道
料
金
が
低
い
二
町

で
は
、
合
併
ま
で
に
料
金
の
値
上
げ
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
、
協
議
状
況
を
お
話
し
い
た
し

ま
す
。
中
学
校
の
修
学
旅
行
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
町
で
は
、

次
代
を
担
う
生
徒
に
国
際
的
視
野
の
広
が
り

を
持
た
せ
、
他
国
の
自
然
・
風
俗
・
文
化
に

直
接
触
れ
、
実
体
験
を
通
し
て
国
際
理
解
の

一
層
の
進
展
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

海
外
修
学
旅
行
に
対
し
て
補
助
制
度
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
修
学
旅
行
は
校
長
が
企
画

し
て
、
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
町

が
ど
の
様
に
関
わ
る
か
で
あ
り
ま
す
。（
生

徒
一
人
に
対
し
て
十
数
万
円
の
補
助
の
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。）

こ
れ
か
ら
新
町
を
担
う
子
供
た
ち
が
世
界

に
触
れ
る
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
度
は
三
町
の
生
徒
全
員

が
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
財
政
面
で
の
心

配
も
あ
り
、
調
整
が
難
航
し
ま
し
た
。
結
局
、

少
子
化
の
状
況
の
な
か
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら

の
新
町
を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
託
す
思
い
か

ら
、
補
助
率
（
二
分
の
一
・
上
限
十
万
円
）

を
下
げ
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
未
来
に
か
け
る
の
か
、
現
実
を
と

る
の
か
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。

合
併
協
議
会
で
の
協
議
の
ほ
ん
の
一
部
分

を
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
が
、
特
に
、
政
策

的
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
の
調
整
は
困
難
で

あ
り
ま
し
た
。
よ
く
「
合
併
な
ど
必
要
な
い
。

今
の
ま
ま
で
い
い
の
だ
。」
と
言
わ
れ
る
方

が
お
り
ま
し
た
。
確
か
に
今
の
ま
ま
で
い
ら

れ
る
の
で
あ
れ
ば
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い

ほ
ど
、
厳
し
い
状
況
ま
で
き
て
い
る
の
が
現

実
で
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
、
一
つ
の
方

法
と
し
て
合
併
を
選
択
し
た
の
で
す
。

合
併
は
す
べ
て
に
対
応
で
き
る
ワ
ク
チ
ン

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
す
べ
て
が
解
決
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
が
本
当
の
ま
ち
づ
く
り
の

開
始
で
す
。
待
っ
て
い
て
も
、
何
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
が
参
加
し

て
、
自
ら
が
新
し
い
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
こ

と
が
こ
れ
か
ら
は
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
安
ら
ぎ
と
　
活
力
あ
る
　
ひ
ら
か
れ

た
ま
ち
」
を
目
指
し
て
大
い
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
合
併
に
至
る
ま
で
、
多
く

の
方
々
に
支
援
や
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

多
大
な
る
御
理
解
と
御
協
力
に
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

合
併
コ
ー
ナ
ー 

◎
水
道
料
金

◎
新
町
の
事
務
所
の
位
置

◎
新
町
へ
期
待
す
る
も
の

◎
中
学
校
修
学
旅
行

◎
新
町
の
名
称

◎
合
併
の
方
式



県
立
博
物
館
が
生
み
出
し
た
ツ
ア
ー 
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山
梨
県
立
博
物
館
が
、い
よ
い
よ
そ
の

姿
を
御
坂
町
に
現
し
た
。
二
十
号
線
を

走
っ
て
い
く
と
そ
の
グ
レ
イ
の
屋
根
が
見

え
る
。
景
観
を
害
さ
な
い
よ
う
に
と
背
を

低
く
し
た
一
階
建
て
の
博
物
館
だ
。
グ
レ

イ
の
タ
イ
ル
と
ガ
ラ
ス
が
印
象
的
な
、
透

明
感
の
あ
る
モ
ダ
ン
な
建
物
に
仕
上
が
っ

た
。
過
日
、
み
ん
な
で
つ
く
る
博
物
館
協

議
会
の
一
人
と
し
て
、
博
物
館
の
見
学
を

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
の
で
、
ほ
ぼ
そ
の

全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
春
に
は

建
物
は
完
成
し
、い
よ
い
よ
館
内
の
展
示

作
業
に
取
り
掛
か
る
の
だ
と
い
う
。
い
ま
、

館
員
の
皆
さ
ん
は
展
示
プ
ラ
ン
決
定
の
最

終
段
階
に
さ
し
か
か
り
、
夜
を
徹
し
て
の

仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る
様
子
。
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
代
表
理
事
を
務
め
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
な
ぐ
は
、
昨
年

か
ら
県
立
博
物
館
が
企
画
し
て
い
る
県
民

参
画
事
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
県

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
両
主
催
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で

行
わ
れ
て
き
た
こ
の
事
業
は
、
昨
年
十
一

回
、
今
年
は
十
五
回
と
い
う
ペ
ー
ス
で
、

一
人
で
も
多
く
の
県
民
の
み
な
さ
ん
に

県
博
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
企
画

の
一
つ
だ
。
具
体
的
に
は
、
県
内
各
地
の

県
博
ゆ
か
り
の
地
を
ツ
ア
ー
す
る
と
い
う

も
の
。
昨
年
度
は
回
を
重
ね
る
ご
と
に

参
加
者
が
増
え
、
こ
ち
ら
の
町
の
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
人
が
そ
ち
ら
の
町
に
も
出

か
け
る
と
い
う
よ
う
な
効
果
も
生
み
出

し
た
。
そ
し
て
最
終
回
の
甲
府
城
ツ
ア
ー

で
は
、
な
ん
と
二
百
名
も
の
参
加
者
が
甲

府
城
に
押
し
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
延

べ
千
人
を
超
え
る
参
加
者
が
、
十
一
回
の

参
画
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
に
な
る
。

最
近
は
、
ト
レ
ン
ド
に
な
っ
て
き
た
感
が

あ
る
ツ
ア
ー
と
は
い
え
、
な
か
な
か
奥
は

深
い
。
特
に
、
こ
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る

拠
点
形
成
事
業
は
自
治
体
と
の
連
携
モ

デ
ル
で
、
博
物
館
と
自
治
体
が
ツ
ア
ー
を

通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
追
求
で

き
る
興
味
深
い
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
連
携
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
メ

リ
ッ
ト
も
多
い
。
た
と
え
ば
ツ
ア
ー
の
中
で

自
治
体
が
売
り
出
し
て
い
る
商
品
な
ど

を
ツ
ア
ー
の
参
加
者
に
お
み
や
げ
と
し
て

購
入
し
て
い
た
だ
く
と
か
、
地
域
の
人
し

か
知
ら
な
い
お
い
し
い
お
菓
子
屋
さ
ん
を

紹
介
し
た
り
と
い
っ
た
、
実
は
こ
の
ツ
ア
ー

の
参
加
者
が
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
企

画
も
実
現
し
て
い
る
。
地
域
に
残
る
文
化

財
や
寺
社
仏
閣
、
昭
和
の
建
物
な
ど
を

見
学
す
る
楽
し
み
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
加

え
て
、
地
場
の
味
や
そ
こ
に
住
む
人
の
魅

力
を
紹
介
し
て
き
た
の
が
人
気
の
秘
密
だ

と
思
う
。
時
に
は
地
酒
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
い
た
り
、
解
散
後
、
自
治
体
が
持

つ
温
泉
に
入
っ
て
疲
れ
を
と
っ
て
い
た
だ

く
と
い
っ
た
企
画
も
好
評
だ
。

自
治
体
が
も
つ
資
料
館
や
美
術
館
と
の

連
携
も
、
こ
の
ツ
ア
ー
の
大
切
な
テ
ー
マ
の

一
つ
だ
。
博
物
館
と
資
料
館
の
学
芸
員

が
い
っ
し
ょ
に
汗
を
流
し
な
が
ら
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
。
そ
の
姿
が
、
来
る
べ
き
山

梨
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
連
携
の
姿
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
観
光
に
役

立
た
せ
た
り
、
自
治
体
と
の
連
携
に
役
立

た
せ
る
。
そ
う
い
う
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
利
用
の

手
法
が
、
あ
ち
こ
ち
で
芽
生
え
て
い
る
。

町
村
合
併
の
こ
の
時
期
に
、
お
互
い
の

町
の
歴
史
を
も
う
一
度
知
ろ
う
と
い
う

機
運
も
起
こ
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
に

も
こ
の
ツ
ア
ー
は
大
切
な
役
割
を
果
た
せ

そ
う
な
気
が
す
る
。
毎
回
参
加
者
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
三
十
ペ
ー
ジ
に
も
及

ぶ
特
製
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
、
大
き
な
文
字

と
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
わ
か
り
や
す
い
と
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
一
度
生
ま
れ
た

ツ
ア
ー
の
、
定
期
的
な
開
催
で
あ
る
。
年

に
一
度
で
は
波
及
効
果
が
見
込
め
な
い
。

し
か
し
、
百
と
か
の
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
が
、
毎

週
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
っ
た
ら
、
と
考
え

る
の
だ
。
県
が
生
ん
だ
ツ
ア
ー
を
自
治
体

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
協
力
し
な
が
ら
運
営
し
て
い

け
た
ら
、
市
町
村
の
人
々
だ
け
で
な
く
、

県
外
の
観
光
客
も
巻
き
込
め
る
ツ
ア
ー
に

育
て
ら
れ
る
気
が
す
る
。
こ
の
ツ
ア
ー
コ

ー
ス
に
四
季
折
々
の
話
題
を
折
り
込
み
、

お
い
し
い
企
画
も
盛
り
込
ん
で
い
く
な
ど

し
た
ら
、
有
料
ツ
ア
ー
も
夢
で
は
な
い
は

ず
。
自
治
体
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
そ

の
節
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
。
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「日本一のはんこの町」六郷町から研修生としてお世話になってい
ます小林咲子と申します。
今年の4月から、合併・広域行政推進担当として日々変わり行く県

内の状況を間近で見て、携わらせていただけることは貴重な時間を
与えていただいたと実感しています。折しも三珠町、市川大門町と
地元の六郷町3町での合併協議の進む中で、地域を見直す機会とも
なり、より意義深いものを感じています。
市町村課では、なかなか周囲のスピードに乗ることができずに焦

ってしまうことが多いものの、周りの方々に助けていただきながら
何とか過ごしています。これまでの5ヵ月は、町ではできない経験や、
広くさまざまな立場の方とお会いする機会を与えていただき、考え
させられることが多くありました。毎日があっという間に終わって
しまうことが本当に怖いところで、この分だと来年の3月まで何もで
きないまま・・・などと心配になることもありますが、一つずつしっ
かりと受け止めて1日1日を大切にしたいと思います。
県での1年間が今後に生かせるよう、たくさんの交流を持ち、楽し

みを見つけながら頑張りたいと思います。

市町村課
山本　公一
（南アルプス市）

県と市町村また、市町村間において職員交流
が盛んに行われています。今回は市町村から
県市町村課に研修のため派遣されている職員
の皆さんに登場していただき、近況を紹介し
てもらいました。

南アルプス市からの研修生として、4月から市町村課税政担当で
お世話になっています。平成15年4月1日に南アルプス市が誕生し
て新たな環境にも慣れ始めた頃に、またもや新たな環境に飛び込ん
で半年近くが過ぎようとしています。今までと違う環境に戸惑い、
不安な気持ちの毎日でしたが、気がつけばあっという間に過ぎた
日々でもありました。
さて、税政担当の仕事ですが税の実務経験のない私にとって、税

の専門用語がまったく分からず、知識もない状態での問い合わせの
電話に逆に問い合わせしたくなるような気持ちでした。今までの作
業服orジャージからスーツへ、そして開国橋の通勤ラッシュと私に
とって新たな環境と仕事に対応しようとするだけで精一杯でしたが、
職場の皆さん、とりわけ税政担当の皆さんにご迷惑をおかけしなが
らも、仕事や新しい環境への戸惑い、不安を新しい経験・財産にでき
る様に、そして、1年間という限られた期間ではありますが、より多
くのことを吸収し、これからの仕事や人生に生かせるよう頑張りた
いと思います。

市町村課
金丸　茂永
（南アルプス市）

本年4月から研修生として富士河口湖町から派遣され市町村課行
政選挙担当にお世話になっています。
早いものでもう5ヵ月が過ぎ、御坂峠を越えて片道1時間以上の

自動車通勤にもようやく慣れ、早朝の目覚めも快適なものとなりつ
つあります。
仕事の面では、住民基本台帳ネットワークシステム関係等を担当

していますが、日常業務の多さと質の濃さに圧倒され、気持ちがあ
せるばかりでなかなか思うように仕事は進まず苦戦の毎日です。市
町村課の皆様には大変ご迷惑をおかけしていますが、適切な指導を
いただき、とても充実感のある日々を過ごすことができています。
忙しい毎日ですが、県で仕事を経験させていただくことは僕にと

って一つの目標であり、ここでの経験と県職員の方々、そして各市
町村からの研修生との出会いは今後、とても大切な財産になると思
っています。
研修期間はあと7ヵ月間ありますが、光陰矢のごとし・・・来年

の4月に「やり残した」と後悔をしないように精一杯頑張り、一つ
でも多くのことを吸収して、今後の町での業務に生かしたいと考え
ています。

市町村課
外川　豪
（富士河口湖町）

昨年の10月から南アルプス市からの研修生として市町村課財政
担当に御世話になっています山本です。
市町村課には1年間の任期でお世話になっています。
私はこれまで財政関係の仕事の経験がないため、こちらに来た当

初は市町村からの質問に対しても、その質問の意味すら分からず、
聞き慣れない用語を調べ、やっと質問の意味が分かったところで半
日経っていたこともありました。こんな事で1年間乗り切れるのか
とても不安でしたが、上司や諸先輩方から指導、助言をいただきな
がら、なんとか今に至っています。
財政担当は、決算統計の取りまとめ業務が終わり、1年で一番忙し

い時期を越えたところです。私も期間中は分からない事も多く、居
残りもよくしましたが、無事書類を提出することができ、一息つい
ているところです。
まもなく南アルプス市へ戻りますが、市にいるときと違った目線

から仕事をさせていただき、とても良い経験になりました。ここで
学んだことを生かして、これからも頑張りたいと思います。

市町村課
小林　咲子
（六郷町）
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昨年10月から、市町村課税政担当でお世話になっています丹沢真
樹です。私は、文化と青空と夜景の町、歌舞伎のふるさと「三珠町」
から参りました。
振り返ると研修初日が終わった時には、長い1年が始まるなと思

いましたが、あっという間に10ヵ月が過ぎてしまいました。職場環
境の違いや、電車通勤による時間帯の変化など、おかげさまでダイ
エットができました。（3kg減）
現在私は、固定資産税関係を担当しています。県内各市町村のさ

まざまな事例の問い合わせに、地方税法や関係資料を開く毎日です。
大変貴重な経験をさせていただいているわけですが、日ごろからご

指導いただいている皆様に感謝いたします。残り少ない研修生活を有
意義なものにして、三珠町へ戻ってからも役立てたいと思います。

※「みはらしの丘・みたまの湯・のっぷいの館」がオープンしました。
甲府盆地周辺と山々のパノラマ眺望、夜景を眺めながらの露天風呂
が楽しめます。
ぜひ、お越しください。

市町村課
丹沢　真樹
（三珠町）

山梨県の日出る街「上野原」から、研修生として市町村課企画振
興担当にお世話になりまして、5ヵ月が過ぎようとしています。
現在、私の担当している仕事は、主に交付金に関する事務、（財）

地域活性化センターの各種助成金に関する事務、市町村のイベント
等に関する事務などです。しかし、私はこれまで補助金や交付金と
いった事務に携わったことがなく、また、事務屋として最大の欠点
である整理下手が災いして、当初はパニック気味になりました。現
在は、少しずつですが仕事にもなれ、補佐、リーダーや先輩方の指
導を少しでも吸収して、町へ持って帰り、実践できるよう（来年2
月に合併予定なので、旧町の最後、新市で最初の研修生になります）
頑張っている次第です。
また、こちらに赴任してからは、しばらく御無沙汰していました

高校や大学時代の同級生と、旧交を温める良い機会に恵まれ、結構
楽しいアフター5を送っています。
今後も、良き先輩、同僚に恵まれた現在の境遇に感謝するととも

に、残り7ヵ月を公務員人生の中で意義あるものにできるよう頑張
りたいと思います。

市町村課
萩原　淳
（上野原町）

4月に鰍沢町から市町村課財政担当へ研修生としてお世話になっ
ています望月博仁です。早いもので5ヵ月が過ぎようとしています。
出向してきた当初は、コピーの仕方から仕事の内容まで、何一つ分
からないままのスタートだったことを覚えています。
出向して半月後には、公営企業決算統計市町村説明会、5月には

地方債説明会、6月には公共施設状況調査説明会と、町にいた時に
は考えられない流れの中に身を置き、貴重な経験をすることができ
ました。今は地方公営企業決算統計の取りまとめと総務省への提出
が終了して、「ホッ」としているところです。
また、暑がりな私にとって室内温度との戦いが毎日続いています

（汗との戦い？）。
1年の出向期間が終了して町に帰ったときは、ここで得た知識と

経験を少しでも生かせるようにこれからも頑張りたいと思います。
最後になりますが、課内のメンバーに恵まれ楽しい毎日が送れて

いることに感謝したいと思います。

市町村課
望月　博仁
（鰍沢町）

昨年10月、小淵沢町から市町村課行政選挙担当の研修生としてお
世話になり、もうすぐ1年になります。振り返ると、この市町村課での
研修期間は、毎日が充実していたため、あっという間に時間が過ぎま
した。
私が初めて市町村課に来たときは、新しい環境で何をすればいいの

か分からない状態でした。特に行政選挙担当の業務は、非常に奥が深
く、地方自治法や公職選挙法などのあらゆる法令に基づいて仕事を行
っているため、私の浅はかな知識では到底理解することができません。
エゴや自己理念にとらわれず、あくまでも法令を重視した行政実務な
ので、今までに感じたことのない緊張やプレッシャーとの戦いでもあ
りました。その重圧に負けることなく今日まで研修ができたのは、市
町村課職員の皆さんの力添えがあったからだと思います。分からない
ことばかりで担当の皆さんにはご迷惑をおかけしましたが、ここで得
た知識と経験を忘れず、今後の行政業務に生かしたいです。
また、仕事以外の面においても妥協を許さない徹底したこだわりぶ

りには驚きました。公私共にプロフェッショナルな市町村課の一員に
なれたことに感謝しています。
市町村課の皆さんや陰で私を支えてくれた家族に感謝しつつ、将来

は「私が、法と言ったら・・・」と公言できる地方公務員になりたいです。

市町村課
田丸　敬一
（小淵沢町）



電
子
申
告
は
、
国
の
「
ｅ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦

略
」
の
重
要
項
目
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
電

子
自
治
体
の
推
進
の
中
で
も
、
そ
の
代
表
例
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
導
入
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

国
税
の
電
子
申
告
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
・

国
税
庁
が
、
平
成
十
二
年
度
の
実
証
実
験
を
経

て
、
国
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
本

年
二
月
の
名
古
屋
国
税
局
管
内
で
の
先
行
実
施

後
、
六
月
か
ら
は
全
て
の
国
税
局
管
内
で
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
税
に
つ
い
て
も
、
平
成
十
三
年
三
月
に

地
方
税
電
子
化
推
進
協
議
会
（
総
務
省
、
全
国

知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
及
び
全

国
地
方
税
務
協
議
会
で
構
成)

が
設
立
さ
れ
、

電
子
申
告
導
入
の
た
め
の
運
用
面
の
検
討
が
進

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
総
務
省
で
は
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
電
子
申
告
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
の
開

発
や
実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
八
月
に
は
、
各
地
方
団
体
で
の

具
体
的
な
取
り
組
み
の
促
進
を
図
る
た
め
、

「
地
方
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
に

向
け
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
」(

総
務
省
自
治

税
務
局
企
画
課
長
通
知)

に
よ
り
、
モ
デ
ル
シ

ス
テ
ム
の
概
要
が
提
示
さ
れ
、
十
二
月
に
は

「
地
方
税
電
子
申
告
モ
デ
ル
シ
ス
テ
ム
仕
様
書
」

の
配
布
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
的
な
導
入
準
備
と
と
も

に
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
は
「
行
政
手
続
き

に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
さ
れ
、
電
子
申
告
が
法
制
度
上

か
ら
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
六
月
か
ら
全
国
で
、
法
人
税
の
電
子

申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
本

来
な
ら
、
法
人
二
税
（
法
人
都
道
府
県
民
税
及

び
法
人
事
業
税
）
や
法
人
市
町
村
民
税
の
電
子

申
告
も
同
時
に
ス
タ
ー
ト
で
き
て
い
れ
ば
、
よ

り
一
層
の
納
税
者
の
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
地
方
税
固
有
の
課
題
を
ク

リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
、
国
税
と
同
時
ス
タ
ー

ト
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
し
、
電
子
申
告
を
確
実
に

導
入
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
八
月
に
全
国
組

織
と
し
て
の
地
方
税
電
子
化
協
議
会
が
設
立
さ

れ
、
地
方
税
電
子
申
告
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
セ

ン
タ
ー
の
設
置
と
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
統
一
仕
様
の
納
税
者
シ
ス
テ
ム
・
受
付
シ
ス

テ
ム
・
審
査
シ
ス
テ
ム
）
を
構
築
し
、
そ
の
導

入
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

電
子
申
告
導
入
に
お
け
る
地
方
税
固
有
の
課

題
と
い
う
の
は
、
ま
ず
第
一
に
、
地
方
税
は
課

税
庁
が
一
つ
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
納
税
者
の

利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
使
い
易
い
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、
四
十
七
都
道
府
県
が
そ
れ

ぞ
れ
で
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
電
子
申
告
用
の

ポ
ー
タ
ル
を
設
置
し
た
と
す
れ
ば
、
全
国
展
開

し
て
い
る
企
業
が
法
人
二
税
の
電
子
申
告
を
行

う
際
に
は
、
ま
ず
、
四
十
七
の
ポ
ー
タ
ル
へ
そ

れ
ぞ
れ
ア
ク
セ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の

ア
ク
セ
ス
時
に
も
四
十
七
通
り
の
法
人
識
別
方

式
や
パ
ス
ワ
ー
ド
設
定
方
式
へ
対
応
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
告
内
容
の
電
子
デ

ー
タ
作
成
に
つ
い
て
も
、
そ
の
構
成
仕
様
や
送

信
方
式
も
四
十
七
通
り
の
仕
様
と
な
り
、
納
税

者
に
と
っ
て
は
煩
雑
で
利
用
し
づ
ら
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

第
二
に
は
、
導
入
経
費
と
運
用
経
費
の
問
題

で
あ
り
ま
す
。
当
課
で
も
、
平
成
十
四
年
八
月

の
総
務
省
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
早
速
、
シ
ス

テ
ム
開
発
業
者
か
ら
本
県
で
導
入
す
る
場
合
の

概
算
経
費
見
積
り
を
取
っ
た
り
し
て
検
討
を
進

め
ま
し
た
が
、
単
独
で
導
入
す
る
場
合
、
シ
ス

テ
ム
開
発
な
ど
で
三
億
円
か
ら
五
億
円
程
度
の

導
入
経
費
が
必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
、
ポ
ー
タ

ル
の
運
用
管
理
の
人
件
費
を
除
い
た
、
サ
ー
バ

な
ど
の
機
器
リ
ー
ス
料
や
ポ
ー
タ
ル
そ
の
も
の

の
維
持
管
理
経
費
等
だ
け
で
も
年
間
一
億
円
以

上
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
必
要
と
な
る
な
ど

非
常
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
多
額
の
投
資
を
し
て
整
備
は
し

た
も
の
の
、
蓋
を
開
け
た
ら
、
月
二
、
三
十
件

程
度
の
利
用
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

全
く
お
話
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
税
務
申
告

は
義
務
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
電
子
申
告
そ
の

も
の
は
納
税
者
に
と
っ
て
も
申
告
事
務
の
省
力

化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
勘
案
し
ま
す
と
、
潜
在

的
な
利
用
希
望
は
多
い
の
で
す
か
ら
、
納
税
者

の
利
便
性
を
最
優
先
で
考
慮
し
た
全
国
標
準
の

電
子
申
告
の
仕
組
み
づ
く
り
や
申
告
シ
ス
テ
ム

の
構
築
さ
え
で
き
れ
ば
、
費
用
に
見
合
う
だ
け

の
利
用
率
は
充
分
に
確
保
で
き
る
は
ず
で
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
点
は
、
地
方
税
電
子
化
推
進
協
議

会
の
検
討
の
中
で
も
論
議
さ
れ
、
こ
の
結
果
、

平
成
十
五
年
一
月
に
は
、
「
各
県
が
個
々
に
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
導
入
準
備
す
る
の
で
は
な

く
、
新
し
い
体
制
を
整
備
し
て
進
め
る
べ
き
で

あ
る
。」
と
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
同
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
全

国
地
方
税
務
協
議
会
の
総
会
で
は
、
全
国
組
織

に
よ
る
地
方
税
電
子
化
の
推
進
が
決
議
さ
れ
、

先
に
述
べ
ま
し
た
「
地
方
税
電
子
化
協
議
会
」

の
設
立
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
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地
方
税
の

電
子
申
告
に
つ
い
て

県
税
務
課

望
月
明
雄

電子自治体コーナー
は
じ
め
に

地
方
税
電
子
申
告
の

課
題
へ
の
対
応
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現
在
、
地
方
税
電
子
化
協
議
会
で
、
地
方
税

電
子
申
告
の
た
め
の
統
一
ポ
ー
タ
ル
の
設
置
や

電
子
申
告
デ
ー
タ
の
送
信
仕
様
（
納
税
者
シ
ス

テ
ム
）
等
の
統
一
に
よ
り
、
納
税
者
の
利
便
性

に
配
慮
し
た
導
入
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
子
申
告
の
受
付

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
の
運
用
管
理
は
、

ポ
ー
タ
ル
セ
ン
タ
ー
で
全
て
行
い
、
申
告
受
付

後
の
審
査
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
と
し
て
配
布
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
各
自
治
体
で
の
事
務
負
担
の
軽
減
に
も

配
慮
し
た
準
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
一
元
管
理
に
よ
る
全
国
標
準
シ
ス

テ
ム
の
開
発
と
供
給
、
ま
た
統
一
ポ
ー
タ
ル
に

よ
る
運
営
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
シ
ス
テ

ム
開
発
な
ど
の
導
入
経
費
や
運
用
維
持
管
理
経

費
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
、
平
成
十
六
年
度
と

十
七
年
度
の
二
ヵ
年
間
で
負
担
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
開
発
費
等
の
本
県
分
の
負
担
額
は
約

六
千
六
百
万
円
と
な
り
、
ま
た
平
成
十
八
年
度

か
ら
の
運
用
経
費
の
本
県
分
の
負
担
額
も
年
間

約
一
千
四
百
万
円
と
な
る
な
ど
、
先
に
述
べ
ま

し
た
単
独
導
入
の
場
合
に
比
べ
て
、
か
な
り
の

経
費
低
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
電
子
申
告
の
利
用
見
込
み
で
す
が
、

ポ
ー
タ
ル
の
一
本
化
な
ど
で
利
便
性
が
向
上
し

ま
し
た
こ
と
か
ら
、
本
県
の
場
合
、
約
一
万
八

千
法
人
が
中
間
と
確
定
の
年
二
回
の
申
告
を
す

る
と
し
て
、
年
間
約
三
万
六
千
件
の
対
象
に
対

し
て
、
導
入
後
の
最
初
の
一
年
間
は
分
割
法
人

の
み
と
想
定
し
て
約
二
〇
％
程
度
と
し
て
も
、

法
人
か
ら
委
任
を
受
け
て
い
る
税
理
士
事
務
所

等
か
ら
の
申
告
件
数
が
そ
の
後
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
見
込
め
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は
七

〇
％
以
上
の
利
用
率
、
件
数
で
年
間
二
万
五
千

件
以
上
の
利
用
が
確
保
で
き
る
も
の
と
試
算
し

て
い
ま
す
。

地
方
税
の
電
子
申
告
の
開
始
は
、
結
局
、
国

税
か
ら
は
一
年
半
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
七
年
八
月
か
ら
幾
つ
か
の
府
県
等
で
の

先
行
実
施
を
経
た
上
で
、
平
成
十
八
年
一
月
か

ら
、
都
道
府
県
に
お
い
て
は
法
人
二
税
の
電
子

申
告
を
、
政
令
市
に
お
い
て
は
法
人
市
民
税
及

び
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
電
子
申
告
を

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

当
課
で
も
、
平
成
十
八
年
一
月
の
開
始
に
向

け
ま
し
て
、
現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
来
年
度
整
備
す
る
審
査
サ
ー
バ
の

規
模
や
そ
の
リ
ー
ス
経
費
、
審
査
後
の
デ
ー
タ

を
税
務
シ
ス
テ
ム
に
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
経
費
の
見
積
り
な
ど
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
政
令
市
以
外
の
市
町
村
に
つ
き
ま
し

て
は
、
法
人
市
町
村
民
税
及
び
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
）
の
電
子
申
告
を
平
成
十
九
年
度

以
降
に
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
現
在
、
地

方
税
電
子
化
協
議
会
の
専
門
部
会
（
市
町
村
調

整
部
会
・
組
織
検
討
部
会
）
で
検
討
・
調
整
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
税
電
子
化
協
議
会
で
は
、
ポ
ー

タ
ル
セ
ン
タ
ー
機
能
を
今
後
さ
ら
に
拡
充
し
て

い
く
計
画
で
、
平
成
十
九
年
度
に
は
電
子
申
告

対
象
税
目
の
追
加
と
と
も
に
、
電
子
納
税
関
係

の
シ
ス
テ
ム
整
備
や
電
子
申
請
・
届
出
の
シ
ス

テ
ム
構
築
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
年
度
以
降
に

は
納
税
証
明
書
の
電
子
化
や
納
税
通
知
書
等
の

電
子
化
な
ど
を
含
め
、
運
用
サ
ー
ビ
ス
を
段
階

的
に
拡
大
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
地
方
税
関
係
の
申
告
や
申
請
等

の
電
子
手
続
き
は
、
全
て
、
こ
の
地
方
税
ポ
ー

タ
ル
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
わ
り
に
、
電
子
申
告
導
入
の
意
味
に
つ
き

ま
し
て
若
干
、
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

電
子
申
告
で
す
か
ら
、
申
告
納
付
の
税
目
で
ニ

ー
ズ
の
高
い
も
の
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

は
当
然
で
す
し
、
し
か
も
、
基
幹
税
目
で
あ
る

法
人
二
税
や
法
人
市
町
村
民
税
に
は
、
中
間
と

確
定
の
年
二
回
の
申
告
義
務
が
あ
り
、
毎
年
確

実
に
一
定
数
の
利
用
が
見
込
め
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
法
人
は
、
現
状
の
紙
ベ

ー
ス
の
申
告
書
を
作
成
す
る
場
合
、
法
人
の
シ

ス
テ
ム
又
は
処
理
を
委
託
し
て
い
る
税
理
士
等

の
会
計
事
務
所
の
シ
ス
テ
ム
等
で
申
告
デ
ー
タ

を
申
告
書
用
紙
に
印
字
し
て
、
こ
れ
を
提
出
し

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
も
そ
も
申
告
事
項
を
電
子

デ
ー
タ
と
し
て
作
成
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、

こ
れ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
提
出
で

き
た
ら
、
非
常
に
効
率
的
な
は
ず
で
す
。

特
に
、
法
人
二
税
や
法
人
市
町
村
民
税
に
つ

い
て
は
、
事
務
所
又
は
事
業
所
所
在
地
の
都
道

府
県
や
市
町
村
へ
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
本
支
店
、
営
業
所
及
び
工
場
等
の
所
在

す
る
都
道
府
県
の
数
の
法
人
二
税
申
告
書
と
、

こ
れ
ら
の
所
在
す
る
市
町
村
の
数
の
法
人
市
町

村
民
税
申
告
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
全
て
電
子
申
告
で
済
む
と
な
れ
ば
、

国
税
以
上
に
申
告
事
務
の
省
力
化
が
で
き
る
わ

け
で
、
納
税
者
の
利
便
性
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
す

る
の
は
確
実
で
す
。

ま
た
、
課
税
庁
側
で
も
、
電
子
デ
ー
タ
と
し

て
受
け
取
っ
た
申
告
デ
ー
タ
を
一
定
の
シ
ス
テ

ム
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
後
、
税
務
シ
ス
テ
ム

へ
反
映
さ
せ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
紙
ベ
ー
ス
の

申
告
書
の
や
り
取
り
に
伴
う
事
務
処
理
、
具
体

的
に
は
、
法
人
番
号
等
を
印
字
し
た
申
告
書
用

紙
（
プ
レ
プ
リ
ン
ト
）
の
事
前
郵
送
や
、
提
出

さ
れ
た
申
告
書
の
内
容
を
バ
ッ
チ
処
理
（
業
者

に
委
託
し
て
デ
ー
タ
を
パ
ン
チ
入
力
）
又
は
職

員
が
端
末
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
入
力
し
、
税
務

シ
ス
テ
ム
へ
反
映
す
る
処
理
等
を
大
幅
に
省
力

化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
法
人
二
税
や
法
人
市
町
村
民
税

の
電
子
申
告
は
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と

と
も
に
、
課
税
庁
側
で
も
事
務
処
理
の
効
率
化

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
導

入
効
果
は
高
い
と
言
え
ま
す
。

と
り
わ
け
、
県
内
に
立
地
す
る
各
企
業
は
重

要
な
税
源
と
な
っ
て
い
ま
す
こ
と
か
ら
、「
法

人
税
は
東
京
の
本
社
か
ら
東
京
の
何
々
税
務
署

へ
電
子
申
告
し
、
地
方
税
も
都
や
何
々
県
、

何
々
市
へ
電
子
申
告
で
き
る
の
に
、
工
場
の
あ

る
山
梨
の
分
は
、
県
へ
も
市
町
村
へ
も
紙
の
申

告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
非
常
に
不
便

で
あ
る
。」
と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、
地
方
税

電
子
化
協
議
会
の
計
画
に
沿
い
な
が
ら
、
電
子

申
告
の
早
期
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
県
内
へ
の
産
業
立
地
の
促
進

と
い
う
観
点
も
併
せ
て
考
え
ま
す
と
、
地
方
税

の
電
子
申
告
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
の
側
面
を
も
持
つ
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

以
上
、
県
の
税
務
協
議
会
連
合
会
の
研
修
会

等
で
、
既
に
何
回
か
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
内
容
も
含
め
ま
し
て
、
地
方
税
電
子
申
告

に
関
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
現
状
を

簡
単
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

電
子
申
告
導
入
の
意
味

地
方
税
電
子
化
協
議
会
に
よ
る

導
入
推
進

地
方
税
電
子
申
告
の
開
始
時
期
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公
共
ホ
ー
ル
や
図
書

館
、
公
民
館
な
ど
住
民

の
福
祉
を
増
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
そ

の
利
用
に
供
す
る
た
め

地
方
公
共
団
体
が
設
置

す
る
施
設
を
「
公
の
施
設
」
と
い
い
、
こ

れ
ま
で
公
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
適
正

な
管
理
を
図
る
観
点
か
ら
直
接
地
方
公
共

団
体
が
行
う
か
、
又
は
地
方
公
共
団
体
が

出
資
す
る
出
資
法
人
な
ど
公
共
的
団
体
に

限
定
し
て
管
理
委
託
に
よ
り
行
っ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
は

民
間
事
業
者
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広

く
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
と
も
に
行
政
コ

ス
ト
の
縮
減
等
を
図
る
目
的
で
、
平
成
十

五
年
六
月
に
地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
こ
れ
ま
で
の
管
理
委
託
制

度
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
が
指
定
す
る
指

定
管
理
者
に
管
理
を
代
行
さ
せ
る
も
の

で
、
管
理
主
体
の
範
囲
が
公
共
的
団
体
か

ら
民
間
事
業
者
等
の
「
法
人
そ
の
他
の
団

体
」
ま
で
幅
広
く
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
に
お
い
て
、
指
定
管

理
者
と
地
方
公
共
団
体
と

の
関
係
は
「
管
理
代
行
」

と
い
う
形
で
、
管
理
委
託

の
契
約
と
は
異
な
る
概
念

で
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
の
施
設
の
最

終
的
な
管
理
権
限
は
地
方

公
共
団
体
に
残
し
た
ま

ま
、
実
質
的
な
管
理
を
指

定
し
た
法
人
等
に
委
ね
る

と
い
う
も
の
で
、
最
大
の

相
違
点
は「
使
用
の
許
可
」

な
ど
処
分
性
の
認
め
ら
れ

る
事
務
に
つ
い
て
も
指
定

管
理
者
が
行
う
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。（
た

だ
し
、
使
用
料
の
強
制
徴

収
・
不
服
申
し
立
て
に
対

す
る
決
定
・
行
政
財
産
の

目
的
外
使
用
許
可
な
ど
、

法
令
に
よ
り
首
長
の
み
に

帰
属
す
る
権
限
は
除
か
れ

ま
す
。）

改
正
法
の
中
で
は
、
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続

き
か
ら
業
務
の
範
囲
な
ど

必
要
な
事
項
は
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
指
定
に
あ
た
っ
て
は
指

定
の
期
間
を
定
め
た
上
で
議
会
の
議
決
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
度
事
業

報
告
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
施
設
管
理
の

適
正
を
期
す
る
た
め
、
経
理
に
関
す
る
報

告
を
求
め
た
り
監
査
を
実
施
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
り
、
管
理
を
す
る
こ
と
が
適
当

で
な
い
場
合
に
は
業
務
の
全
部
又
は
一
部

Q
A

自 治 
&

お答えします 

QA
指
定
管
理
者
制
度
と
は
、

ど
の
よ
う
な
制
度
な
の
で
し
ょ
う
か
？

事
業
報
告
書
の
提
出 

管
理
の
実
施 

※2

協
定
の
議
決 

候
補
団
体
の
決
定 

協
定
の
締
結 

審
　
　
　
　
　
査 

申
　
請
　
受
　
付 

指
定
管
理
者
の
公
募 

※1

条
例
の
改
定
又
は
制
定 

制
度
導
入
の
決
定 

具体的な手続きのフローは次のとおり 

※1　公の施設条例に指定手続き等を規定する 

※2　指定管理者の名称、指定期間、業務範囲等を議決する 
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を
停
止
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。制

度
の
導
入
に
際
し
て
留
意
す
る
点

は
、
す
べ
て
の
公
の
施
設
が
指
定
管
理
者

制
度
に
適
合
す
る
と
は
限
ら
ず
、
施
設
の

性
格
や
設
置
目
的
な
ど
に
応
じ
、
直
営
が

良
い
の
か
、
指
定
管
理
者
制
度
が
良
い
の

か
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
利
用
者
が
地
区
住
民
に
特

定
さ
れ
る
公
民
館
・
児
童
館
と
、
管
理
を

代
行
す
る
者
に
資
格
等
特
別
な
条
件
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
社
会
福
祉
施
設
等
、
ま

た
民
間
企
業
が
既
に
事
業
展
開
し
て
い
る

分
野
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
ホ
ー
ル
等
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
性
格
や
設
置
目
的
な
ど
が

異
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
在
り
方
や
指

定
管
理
者
公
募
の
選
定
基
準
も
大
き
く
異

な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
法
で
は
経
過
措
置
が
設
け

ら
れ
、
既
に
管
理
委
託
が
行
わ
れ
て
い
る

公
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
法
施
行
後
三
年

の
間
（
平
成
十
八
年
九
月
一
日
ま
で
）
に

指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
か
、
直
営

と
す
る
か
を
検
討
し
条
例
改
正
を
行
う
必

要
が
あ
り
、
ま
た
新
設
の
施
設
に
つ
い
て

は
経
過
措
置
が
適
用
に
は
な
ら
な
い
の

で
、
管
理
を
委
ね
る
場
合
に
は
最
初
か
ら

改
正
法
の
手
続
き
に
従
い
指
定
管
理
者
の

指
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

既
存
の
施
設
で
管
理
委
託
を
し
て
い
る

場
合
に
は
、
否
応
な
し
に
こ
の
制
度
の
検

討
が
必
要
に
な
る
と
と
も
に
、
直
営
に
よ

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
効
率
的
な
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
の
在
り
方
に
つ
い
て
再
点

検
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
方
交
付

税
の
大
幅
な
削
減
な
ど
厳
し
い
財
政
運
営

を
迫
ら
れ
る
中
、
今
後
、
公
の
施
設
も
自

立
的
経
営
を
確
立
し
、
計
画
的
な
事
業
運

営
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
は
、
国
土

交
通
大
臣
の
行
う
検
査

を
受
け
た
も
の
で
な
け

れ
ば
運
行
し
て
は
い
け

な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
道
路
運
送
車

両
法
第
五
八
条
）
た
め
、
車
検
証
の
有
効

期
限
終
了
後
、
引
き
続
き
当
該
車
両
を
使

用
す
る
場
合
に
は
必
ず
国
土
交
通
大
臣
の

行
う
継
続
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
ま
す
（
道
路
運
送
車
両
法

第
六
二
条
）。
こ
の
継
続
審
査
を
受
け
る

際
に
必
要
と
な
る
の
が
納
税
証
明
書
ま
た

は
軽
自
動
車
税
領
収
書
に
な
り
ま
す
。

こ
の
、
継
続
審
査
の
際
の
納
税
証
明
書

QA
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
（
四
月
一
日
）
後
に
所
有

者
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
年
度
内
に
変
更
後

の
所
有
者
の
納
税
証
明
書
は
ど
の
よ
う
に
発
行
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

の
呈
示
制
度
は
、

軽
自
動
車
税
の
滞

納
を
防
止
す
る
目

的
で
設
け
ら
れ
て

お
り
、
徴
収
の
確

保
が
図
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

軽
自
動
車
税
は
、

昭
和
三
十
三
年
度

に
創
設
さ
れ
、
当

初
は
そ
の
所
有
期

間
に
応
じ
た
月
割

課
税
制
度
が
と
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、

月
割
課
税
に
伴
う

還
付
件
数
の
増
加

等
で
昭
和
五
十
六

年
度
の
改
正
以
後

こ
の
制
度
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、

賦
課
期
日
後
に
所
有
権
の
移
転
が
あ
っ
た

場
合
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
は
行
わ
れ

て
い
な
い
た
め
、
こ
の
所
有
者
が
当
該
年

度
に
は
滞
納
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
の
で
、
特
別
な
証
明
書
の
様
式
を
定
め

証
明
し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
事
務
の
簡

素
化
、
合
理
化
の
観
点
か
ら
、
特
に
別
の

様
式
を
定
め
て
証
明
を
行
わ
な
く
て
も
、

現
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
す
る
に
足
る

書
面
で
あ
れ
ば
良
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
全
国
的
な
統
一
が
図
ら
れ
て
い

る
現
在
の
納
税
証
明
書
の
様
式
を
用
い

て
、
納
税
証
明
書
の
備
考
欄
に
、
変
更
後

の
所
有
者
に
つ
い
て
、
賦
課
期
日
の
属
す

る
年
度
内
に
お
い
て
は
滞
納
が
な
い
旨
の

記
載
を
し
、
納
税
済
年
月
日
の
欄
を
空
欄

と
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
証
明
書
の
有
効
期
限
欄
に
は
納

税
証
明
書
の
交
付
後
、
最
初
に
到
来
す
る

納
期
限
の
前
日
が
記
載
さ
れ
ま
す
。
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みんなで楽しむ秋の 
　　－まつり・イベント－ 
みんなで楽しむ秋の 
　　－まつり・イベント－ 

ふるさとふれあい祭り
昭和町

平成16年10月10日（日）
（会場：昭和町押原中学校校庭）

周りの山々の木々も色づき始め、草木をわたる秋風の音が聞こえてくるころ、昭和町の一大
イベントとして町民のみなさんに親しまれている『ふるさとふれあい祭り』は、10月10日
（日）に押原中学校の校庭で繰り広げられます。
この祭りは、住んでみたいまち、また住み続けたいまちとして、子どもからお年寄りまで町

民相互の「ふれあい」を図ることを目的に開催するもので、回数を重ねるごとに町内外を問わ
ず参加者も多くなり、本町の「一大祭典」として定着してきました。
今年は「千昌夫歌謡ショー」や「特捜戦隊デカレンジャーショー」、町の伝統芸能であります

「ホタル太鼓」や「笠おどり」、また「各種団体による出店コーナー」など、ご家族みなさんで
楽しんでいただける催し物が盛りだくさんですので、多くのみなさまのご来場をお待ちしてお
ります。

かつぬまぶどうまつり
勝沼町

平成16年10月3日（日）
（会場：勝沼町中央公園グラウンド）

「ぶどうまつり」は、火の祭典鳥居焼を中心に町民が今年の収穫に感謝する祭りとして開催
されます。今年で第51回を迎え、ぶどう村・ワイン村・イベント村に分かれ、町内産甲州種ぶ
どうの無料サービス、振る舞いワインの無料サービスや舞台では各種イベントが行われます。
午後7時頃から夜空を焦がす鳥居焼が点火、花火も打ち上げられ祭りはクライマックスを迎え
ます。
当日は、駐車場に限りがありますので、JR勝沼ぶどう郷駅からの送迎バス（100円）をご利
用下さい。
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甲州増穂まつり
増穂町

平成16年11月14日（日）
（会場：増穂町利根川スポーツ広場）

ふれあいと交流を目的に実施してきた「甲州増穂まつり」も秋の一大祭りとしてすっかり定着し
てきました。一度に3000人分のほうとうを直径1．5mの大釜でつくる「ゆずの里増穂長寿ほう
とう大会」をはじめ、特産品がそろう「増穂市場」、農産物の直売を行う「農産物市場」、景品付も
ちまき大会、駅伝大会、キャラクターショーなど盛りだくさんの催しを用意しています。
また、ほうとう食器にはリユース食器を利用したデポジット制を導入し、環境に配慮したお祭

りとして毎年取り組んでいます。
食欲の秋、県内外から毎年2万人以上のお客様が訪れる町内最大のイベントへ、ご近所お誘い

あわせのうえ、ぜひお越しください。皆様のご来場心よりお待ちしています。

浅尾ダイコンまつり
明野村

平成16年11月3日（祝）
（会場：明野ふるさと太陽館）

実りの秋。日照時間日本一の太陽と大地の恵みを集めた浅尾大根。浅尾ダイコンまつりは、
名産の浅尾大根抜き体験をメインに明野茅ヶ嶺太鼓をはじめ、様々な催しでおまつりを盛り上
げます。
会場の明野ふるさと太陽館周辺は、眺望抜群のビューポイント。富士山、南アルプス、八ヶ

岳、茅ヶ岳と見渡す限りの雄大な山々に自然の懐の深さを感じるはずです。
収穫の秋を求めて、是非、自然の楽園へ足をお運び下さい。

はーとふるコンサート
富士吉田市

平成16年11月27日（土）
（会場：富士五湖文化センター）

富士吉田市で育った優れた音楽芸能を親子で一緒に楽しもうと始まった「はーとふるコンサー
ト」も今年で7年目を迎えました。
私たちの街富士吉田市に生まれ、作曲・演奏・楽器製作活動をしておられる、オマタタツロウ

さんをお迎えしてコンサートを開催いたします。
リコーダー、パンフルート、縄文笛、リュートなどのオリジナル曲約100曲を創作、詩人、俳

優、舞踏家や中国、アフリカ、ネパール、ペルー、アメリカ、イギリス、ドイツなどの様々なアー
ティストと共演。
今回、「コンドルは飛んで行く」「風のうた」「おどり」「グリンスリーブス」などを演奏していただ
きます。秋のひととき、森と共鳴する笛の音色をご一緒に楽しみませんか。
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市
町
村
振
興
協
会
た
よ
り

平成13年度に創設された「オータムジャンボ宝くじ」については、厳しい経済情勢の
中にあっても市町村をはじめ関係各位の協力のもと毎年発売計画額を確保しており、順調
に推移しております。
本宝くじの収益金については、当協会を通じて全額市町村へ交付し、少子・高齢化対策、

情報化対策、国際化の推進、環境対策など、現在、市町村が直面する各種施策の貴重な財
源として有効に活用されております。
本年度のオータムジャンボ宝くじの発売については、発売計画額を昨年度より30億円
増の330億円とし、９月27日から発売を開始することとしておりますが、現下の極めて
厳しい市町村財政下において、重要な財源となる本宝くじの発売額確保に向け、PRの推
進についてご協力をお願いいたします。

○　発 売 計 画 額 330億円
○　証　票　単　価 300円
○　発　売　場　所 全国の宝くじ売場
○　発　売　期　間 9月27日(月)から10月12日(火)
○　抽　　選　　日 10月15日(金)
○　当せん金支払期間 10月20日(水)から1年間

平成16年度オータムジャンボ宝くじ発売概要

○　収益金の交付
本宝くじの収益金配分額については、当協会市町村交付金交付規程及び

交付細則に基づき均等割40%、人口割60%の割合で算出し全額市町村へ
交付します。

○　収益金の使途
本宝くじの交付金を受けた市町村は、総務省令で定める次の事業に活用

することとしております。

総務省令で定める事業

１ 国際交流その他の地域の国際化の推進に係る事業
２ 博覧会、見本市、展示会等の運営に係る事業
３ 地域における人口の高齢化、少子化等に対応するための施策に係る事業
４　地域の情報化に係る事業
５　地域における芸術・文化の振興に係る事業
６　大規模な風水害、地震、火災、干害、冷害等の災害対策及びこれらの災害

の予防に係る事業
７　地域産業の高度化、新産業の創出、雇用機会の増大その他の地域経済の活

性化に係る事業
８　特定非営利活動等の地域における社会貢献活動に係る事業
９　地球温暖化対策、リサイクルの推進等地域における環境の保全及び創造に

係る事業
10 地域における共通の課題に対応するための調査及び研究並びに人材の育成

に係る事業

オータムジャンボ宝くじについて



　私は、平成16年４月に都留市役所に採用になり、市民生活課に配属され、現
在は、窓口を担当しています。窓口で取り扱う業務は数多くありますが、主に
各種証明書の交付、戸籍届出に関することなどを行っています。 
　採用されてから、早くも数か月が経ちましたが、いまだに緊張の日々が続い
ています。しかし、最初の頃に比べると、多少は落ち着いて業務をこなせるよ
うになってきたと思っています。職場の雰囲気にも慣れ、徐々にではあります
が内容も分かるようになりました。まだ覚えることはたくさんありますが、先
輩方の指導を仰ぎながら、業務を確実にしていきたいと思います。 
　市民生活課は、市民の方々と接する機会が多いので、常に笑顔で接するこ
とができるように心がけています。初心を忘れることなく、これからもなお一
層努力して、住民の皆様のお役に立てるように頑張っていきたいと思います。 

  平成１７年３月の現行合併特例法の期限まで、残すところ半年。県内の市町
村合併も、一つの区切りを迎える。今年の夏は、甲府市で、我が国の気象観
測史上２番目に当たる気温(40.4度)を記録するなど、まさしく酷暑というにふさ
わしいものであったが、この暑さの中でも、合併に取り組まれる市町村の職員
の皆さんは、息つく暇もなく、仕事に追われてきたことと思う。こうした努力が
報われ、来るべき秋が実り豊かなものとなることを期待したい。 

武
井 

千
春 

さ
ん（
都
留
市
） 
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